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発行　安曇野市議会
平成29年8月2日

議会報告会を開催しました

常任委員会で審査しました

委員会視察報告

第三期 安曇野市議会の主な活動を紹介

平成28年度政務活動費収支報告

穂高西小学校音楽会

６月定例会で決まりました

市政のここが聴きたい!! 6月定例会一般質問
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6月定例会で

・
共
謀
罪
の
成
立
に
よ
り
、
基
本
的

人
権
が
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
、
政

治
権
力
に
よ
っ
て
異
論
や
抵
抗
が

抑
え
込
ま
れ
る
な
ど
、
も
の
言
え

ぬ
社
会
に
な
っ
て
い
く
こ
と
が
懸

念
さ
れ
る
の
で
、
本
陳
情
に
賛
成

す
る
。

・
共
謀
罪
法
成
立
は
、
捜
査
当
局
に

よ
る
監
視
強
化
を
促
進
し
、
市
民

同
士
に
よ
る
相
互
監
視
社
会
を
導

き
出
し
、
独
裁
国
家
へ
の
道
を
開

く
も
の
で
あ
る
の
で
、
共
謀
罪
法

に
反
対
し
、
意
見
書
を
提
出
す
る

こ
と
に
賛
成
す
る
。

・
テ
ロ
等
準
備
罪
の
法
律
制
定
は
、

絶
対
に
必
要
。
陳
情
は
「
廃
案
」

を
求
め
て
い
る
が
、こ
こ
で
は
「
廃

止
」
に
す
り
か
わ
っ
て
い
る
。
陳

情
項
目
の
共
謀
罪
法
の
「
廃
案
」

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い

て
、
賛
成
か
反
対
か
審
議
す
べ
き

な
の
で
、本
陳
情
に
は
反
対
す
る
。

・
世
界
各
地
で
は
、
テ
ロ
等
の
組
織

犯
罪
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
、
国

際
組
織
犯
罪
防
止
条
約
の
締
結
が

急
が
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
も
、

至
急
に
国
内
法
の
整
備
を
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
反
対
す
る
。

陳
情
に
反
対
の
意
見

陳
情
に
賛
成
の
意
見

補正予算
審議

議案第49号
平成29年度安曇野市一般会計補正予算（第1号）

議案第52号
平成29年度安曇野市一般会計補正予算 (第 2号 )
議案第53号
平成29年度安曇野市産業団地造成事業特別会計補正予算 (第1号 )

一般廃棄物処理業の許可処分取消等請求事件（平成 29 年（行ウ）第３号）
について、年度内の結審が不明であり、翌年度以降も支出が見込まれるた
め、債務負担行為の設定を行うもの。

・上記２議案は、あづみ野産
業団地用地（左図A区画）
売却に伴う、土地開発公社
への支払いに係る追加予算
を計上するもの。

「共謀罪」法案の廃案を求める陳情
陳情第２号
「共謀罪（テロ等準備罪）」の廃案を求める意見書の提出を求める陳情書

陳情
審議

「共謀罪（テロ等準備罪）」法案の廃案を求める意見書を内閣、衆議院、参議院に、安曇野市議会
として提出することを求める陳情。

※この陳情が議会に提出された後の 6月 15 日に「共謀罪法」が成立したため、陳情にある
「廃案」の文言は「廃止」でなければならず、審議・採決はできないという意見もあったが、
陳情の願意をくんで審議されることとなった。

不採択

3件とも可決

主な議案等を紹介します
・全議案の審議の結果
　　   → 4ページ
・議案ごとの賛否
　　   → 4ページ 参照
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平成 29 年  6 月定例会

決まりました
平成 29 年 6 月定例会が 6月 1 日から
26 日までの 26 日間開催され、議案
12 件、陳情 2 件が審議されました。
本会議の一部を紹介します。

※選挙の公営とは？
資金の多い少ないにかかわらず、選挙運動の機会を持てるようにする制度。
選挙カーのガソリン代や選挙ポスター代などに、市の選挙の場合は市から
一定の補助があります。ただし、一定の得票数に達しないと、補助対象に
はなりません。

・
公
選
法
に
お
い
て
は
、
お
金
の
か

か
ら
な
い
選
挙
を
実
現
す
る
と
と

も
に
、
候
補
者
間
の
選
挙
運
動
の

機
会
均
等
を
図
る
手
段
と
し
て
選

挙
公
営
制
度
が
あ
る
。
す
べ
て
の

候
補
者
が
コ
ス
ト
意
識
を
持
っ
て

選
挙
公
営
を
活
用
す
る
よ
う
、
選

挙
管
理
委
員
会
が
周
知
徹
底
す
る

こ
と
を
要
望
し
、
賛
成
す
る
。

・
ポ
ス
タ
ー
制
作
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
も
実
勢
価
格
よ
り
高
い
限
度

額
を
設
定
し
て
い
る
。
前
回
市
議

選
で
は
限
度
額
の
半
分
以
下
で
十

分
印
刷
で
き
る
と
こ
ろ
、
限
度
額

上
限
で
作
っ
た
候
補
者
が
29
人
中

10
人
。
今
回
そ
の
上
限
額
が
上
が

る
と
な
れ
ば
、
コ
ス
ト
意
識
を
失

わ
せ
た
り
、
水
増
し
請
求
等
の
不

正
を
誘
発
し
か
ね
な
い
の
で
、
反

対
す
る
。

改
正
に
反
対
の
意
見

改
正
に
賛
成
の
意
見

人権擁護委員の推薦につき、三
みさわ

澤一
かず こ

子さんと望
もちづき

月静
しず み

美さんを適任とした。
（任期　平成30年 1月 1日から 3年）

人事案件
議案第 54号

ゴミの持ち去り、ポイ捨て、ゴミ屋敷などの事案を
規制の対象とする改正

選挙公営による選挙運動諸費用の増額に伴う改正

議案第45号
安曇野市廃棄物の適正処理等及び生活環境の保全に関する条例

議案第47号
安曇野市の議会の議員及び長の選挙における選挙運動用自動車の使用等の
公営に関する条例の一部を改正する条例

条例
改正

条例
改正

「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」の規定では規制することができない
廃棄物の持ち去り、ポイ捨て、ゴミ屋敷などの事案を規制の対象とするため、
「安曇野市廃棄物の処理及び清掃に関する条例」の全部を改正するものです。

公職選挙法施行令の改正に伴い、選挙運動諸費用に関する金額を増額する改正を行うものです。

可　決

可　決

ĳ
安曇野市議会だより 第 47号AZUMINO  CITY  COUNCIL  NEWS  2017. 8. 2



第4回
安曇野市議会

報告会

その他寄せられたご意見
「しゃくなげの湯について」と「市が訴えられている裁判について」のご意見がありました。

　今回は、開催が日曜日ということで、田植えなどの農作業や地域行事と重なったためか、参加人数
が低調でした。議会改革推進委員会では、以下のような反省点が話し合われました。

① 開催時期や開催場所などの選定を慎重にして、市民が参加しやすい環境づくりを目指す。
② ３月議会の報告だけではなく、市の抱えているテーマに絞った報告会をすべきではないか。

以上を踏まえ、今後の開催を検討し、より市民に開かれた議会を目指します。

問 

屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
が
聞
こ
え
づ
ら

い
た
め
、
防
災
ラ
ジ
オ
の
販
売
補

助
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
思
う

が
、
も
っ
と
早
く
で
き
な
か
っ
た

の
か
。

答 

不
便
だ
と
い
う
声
を
議
会
で
も
聞

い
て
い
た
の
で
、
市
長
に
文
書
で

申
し
入
れ
を
し
て
い
た
が
、
結
果
的

に
今
の
時
期
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

問 

明
科
の
山
間
部
に
は
、
高
齢
世
帯

ば
か
り
の
地
域
が
あ
る
が
、
こ
の

市
民
の
方
か
ら
い
た
だ

い
た
ご
意
見
（
抜
粋
）

平成29年度安曇野市一般会計予算についての審査状況と結果を中心に報告

開催日：5月 28 日（日）

明科公民館2階　　講義室　　参加者　３人
　午後２時から

堀金公民館3階　　会議室１　参加者　９人
　午後２時から

安曇野市役所4階　大会議室　参加者　６人
　午後７時から

議会報告会を
開催しました

先
10
年
く
ら
い
の
計
画
を
議
会
と

し
て
ど
う
と
ら
え
て
い
る
の
か
。

答 

市
で
は
立
地
適
正
化
計
画
を
策
定

し
、
居
住
誘
導
を
進
め
て
い
く
の

で
、
議
会
と
し
て
こ
れ
か
ら
や
り

取
り
が
始
ま
る
。

問 

自
治
基
本
条
例
が
制
定
さ
れ
た
が
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
出
さ
れ
た

意
見
を
議
会
と
し
て
扱
っ
た
の
か
。

答 

市
側
か
ら
報
告
を
受
け
た
の
み
だ
っ

た
。
今
後
必
要
が
あ
れ
ば
順
次

逐ち
く
じ
ょ
う条

解
説
に
よ
っ
て
不
足
は
補
う

と
聞
い
て
い
る
の
で
、
今
後
関
わ
り

た
い
。

会ા߄ཱ
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平成 29 年  6 月定例会

      報告事項
報告
番号 件　　　　　　　名 結果

6 号 平成28年度安曇野市一般会計繰越明許費繰越計算書について

受理

7号 平成28年度安曇野市一般会計事故繰越し繰越計算書について

8号 平成 28年度安曇野市水道事業会計予算繰越計算書について

9号 地方自治法第 180条の規定による専決処分の報告について
（道路事故に関すること）

10号 債権放棄の報告について（高額療養費資金貸付金に係る債権）

11号 債権放棄の報告について（水道料金に係る債権）

12号 専決処分の承認を求めることについて（安曇野市税条例の一
部を改正する条例）

承認

13号 専決処分の承認を求めることについて（安曇野市国民健康保
険税条例の一部を改正する条例）

14号 専決処分の承認を求めることについて（平成28年度安曇野市
一般会計補正予算（専決第 1号））

15号 専決処分の承認を求めることについて（平成28年度安曇野市
国民健康保険特別会計補正予算（専決第 1号））

16号 専決処分の承認を求めることについて（平成28年度安曇野市
後期高齢者医療特別会計補正予算（専決第 1号））

17号 専決処分の承認を求めることについて（平成28年度安曇野市
介護保険特別会計補正予算（専決第 1号））

18号 専決処分の承認を求めることについて（平成28年度安曇野市
産業団地造成事業特別会計補正予算（専決第 1号））

19号 専決処分の承認を求めることについて（平成28年度安曇野市
観光宿泊施設特別会計補正予算（専決第 1号））

20号 地方自治法第180条の規定による専決処分の報告について
（自動車事故に関すること）

受理

21号 地方自治法第180条の規定による専決処分の報告について
（自動車事故に関すること）

22号 地方自治法第180条の規定による専決処分の報告について
（自動車事故に関すること）

23号 地方自治法第180条の規定による専決処分の報告について
（財物事故に関すること）

24号 債権放棄の報告について（児童扶養手当過年度返還金に係る
債権）

      総務・財政・環境
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

45 号 安曇野市廃棄物の適正処理等及び生活環境の保全に関する条例

可決
46号 安曇野市廃棄物の適正処理等及び生活環境の保全に関する条例

の施行に伴う関係条例の整備に関する条例

47号 安曇野市の議会の議員及び長の選挙における選挙運動用自動
車の使用等の公営に関する条例の一部を改正する条例

49号 平成 29年度安曇野市一般会計補正予算（第 1号）

      建設・水道
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

48 号 安曇野市下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する
条例

可決50号 市道の廃止について

51号 市道の認定について

      産業・経済・観光
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

52 号 平成 29年度安曇野市一般会計補正予算（第 2号）
可決

53号 平成 29年度安曇野市産業団地造成事業特別会計補正
予算（第１号）

      人事
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

54 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 適任

      陳情
陳情
番号 件　　　　　　　名 結果

１号 長峰荘の存続と整備について 審査未了

2号 「共謀罪（テロ等準備罪）」の廃案を求める意見書の提出を
求める陳情書 不採択

      議員提出議案
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

１号 安曇野市議会委員会条例の一部を改正する条例
可決

2号 安曇野市議会会議規則の一部を改正する規則

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

議案等
番号 議決日 議決結果

議　案
第47号

安曇野市の議会の議員及び長の選挙にお
ける選挙運動用自動車の使用等の公営に
関する条例の一部を改正する条例

6／26 原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議

陳  情
第2号

「共謀罪（テロ等準備罪）」の廃案を求め
る意見書の提出を求める陳情書 6／26 不採択 × × ○ ○ × × ○ ○ × ○ × × × × ○ ○ 退 × × ○ ○ × × × 議

濵　
　

昭
次

藤
原　

陽
子

宮
下　

明
博

平
林　

德
子

小
林　

純
子

松
澤　

好
哲

召
田　

義
人

小
松　

芳
樹

内
川　

集
雄

猪
狩
久
美
子

荻
原　

勝
昭

小
松
洋
一
郎

平
林　
　

明

山
田　

幸
与

中
村
今
朝
子

藤
原　

正
三

竹
内
秀
太
郎

増
田
望
三
郎

黒
岩　

豊
彦

宮
澤　

豊
次

一
志
信
一
郎

井
出　

勝
正

林　
　

孝
彦

坂
内
不
二
男

松
枝　
　

功

賛否が分かれた議案等
○：賛成　　×：反対　　欠：欠席　　除：除斥　　退：退席　　議：議長

議員名

議案名

     

     

3
6

2
6

3

2

2

3

7

ページ・

ページへ

ページ・

ページへ

ページへ

ページへ

ページへ

ページへ

ページへ
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経済建設委員会では付託された３件の
議案と継続審査１件を６月 20 日に審査
しました。その中から主な内容について
紹介します。
議案名や本会議での議決結果等

今議会において福祉教育
委員会に付託された議案は
なく、6 月 19 日の委員会
にはその他の案件について
調査、協議を行いました。
その中から主な事柄につい
て紹介します。

総務環境委員会では付託
された４件の議案を６月
16日に審査しました。その
中から主な議案等について
紹介します。
議案名や本会議での議決
結果等

・市の公共施設再配置計画というのは非常に難しい。地域の絆
と地域福祉の向上のために寄与する施設の必要性や重要性を
十分考慮にいれ、より慎重な検討が必要だ。
・地域の大事な施設を民間譲渡か廃止かというだけでなく、市
全体でどういう施設かをとらえながら、民間委託か、指定管理
かをしっかり考えていく必要がある。
・絶対に考慮しなければいけないのは安全面であり、耐震と危険
区域という２点だ。
・長峰荘に期待するものを考えると、工夫しだいではお風呂と
トイレと大広間があればいいのではないか。

意見

陳情第１号

長峰荘の存続と整備について

議案第 52号、　議案第 53 号

あづみの産業団地分譲地（2323.72㎡）完売へ

３月議会に提出され、２回の継続審査となっていたが、この
６月議会で３回目の審査が行われ、継続したいという意見が
出された。賛成多数で継続審査となり、審査は未了となった。

平成 28年度に 12件の問い合わせがあり、今年１月から
輸送用機械器具卸の１社と交渉を進めた。「あづみの産業
団地分譲企業選考委員会」の適当であるとの審査結果を
経て議会に提案された。

経済
建設

福祉
教育

総務
環境

長༰௝Ȫྶش౷֖ȫ̤̫ͥͅૣऔ

４

４

ページへ

ページへ
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常任委員会報告
議案第 45号

生活環境の保全に関する内容が新たに追加

陳情第 2号

共謀罪（テロ等準備罪）の廃案は

この４月に開園した市内の私立保育施設の現地視察

保健医療部からの報告と説明

廃棄物の処理及び清掃に関する条例の全部を改正し、廃棄物の適正処理だけでなく、
生活環境保全のための規定を定めた新たな基幹条例

共謀罪（テロ等準備罪）の廃案を求める意見書の提出を求める陳情を審査

私立の地域型保育施設（小規模保育施設）２施設と、私立の認定こども園２施設のうちの一つを視察

市の介護保険事業に係わる現状、地域包括ケアシステムの構築への取り組み、第７期の介護保険事業
計画について

・地域包括ケアシステムについて、高齢化の状況、要介護認定者の状況、市の地域包括ケアの体制、在宅医
療と介護連携の推進、認知症施策の取り組み、介護予防の取り組み、生活支援体制整備事業等の報告と説明。
・第７期の介護保険事業計画について、３年に一度、老人福祉計画とあわせて策定をするもの。平成 29 年度
が策定の年になっているので、平成 28 年度から高齢者実態調査等で状況把握をしながら進めている。

地域ケア個別会議が始まっているが、その進捗状況と地域との医療連携は。

地域ケア個別会議の開催は、開始から約３年で 30 回という状況である。まだ開催されていない地区の
介護支援専門員に対しＰＲに努め、開催を促している。医療機関や医師会の理解は得られており、先
生方に出席していただき、よりよい個別ケア会議を目指し医療機関との連携に努力していく。

問
答

・法案が成立しているので、廃案を求める意見書の
提出が不可能になった。国民をテロから守るため、
また国際組織犯罪防止条約を締結するために、国
内法の整備が欠かせない。また、今後国内で開催
されるラグビーワールドカップや、東京オリン
ピック・パラリンピックを安全・安心な大会にす
るためにも、この法律は必要である。

・この法案は、戦後の日本の民主主義の流れを根
本から崩してしまう。思想・信条の自由を奪うも
のである。この法案は、罪刑法定主義の原則に反
しており、国民の権利や人権を抑圧するものであ
り、廃止すべきと考える。

反対の意見 賛成の意見

質疑

ঔ୭のণख़ڎ
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6月
定例会 市政のここが聴きたい!!

問 

本
庁
舎
周
辺
は
便
利
に
な
り
栄
え
る
中
、

旧
役
場
周
辺
は
様
変
わ
り
し
、
明
科
で

は
30
人
以
上
の
宴
会
が
で
き
る
施
設
は

長
峰
荘
だ
け
。
こ
の
深
刻
な
状
況
を
市

長
は
市
全
体
を
見
る
中
で
配
慮
す
べ
き
。

公
共
施
設
再
配
置
計
画
で
、
長
峰
荘
は

平
成
30
年
度
に
譲
渡
か
廃
止
の
方
針
が

出
た
が
、
決
定
で
は
な
い
。
地
元
市
民

と
話
し
合
い
、
市
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
で
存
続
で
き
な
い
か
。

答 

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
現
存
す
る
全

て
の
公
共
施
設
を
将
来
持
ち
続
け
る
の

は
困
難
で
、
再
配
置
計
画
で
も
長
峰
荘

は
廃
止
、
譲
渡
の
方
向
性
が
示
さ
れ
た
。

営
業
継
続
は
困
難
だ
と
理
解
し
て
も
ら

う
努
力
は
し
て
い
く
。

問 

長
峰
荘
の
ニ
ー
ズ
も
変
わ
っ
て
き
た
。

建
設
当
時
は
保
養
セ
ン
タ
ー
で
、
合
併

し
た
時
か
ら
観
光
振
興
施
設
。
今
は
交

流
の
場
と
し
て
地
域
福
祉
の
拡
充
に
寄

与
す
る
施
設
だ
。
耐
震
補
強
を
行
い
、

上
下
水
道
料
を
減
免
す
る
な
ど
し
て
何

と
し
て
も
継
続
で
き
な
い
か
。

答 

場
所
が
土
石
流
の
危
険
区
域
、
ま
た
、

急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
箇
所
に
指
定
さ
れ

て
い
る
の
で
、
耐
震
補
強
し
て
建
物
を

継
続
さ
せ
る
こ
と
は
困
難
と
考
え
る
。

問 

毎
年
約
２
０
０
０
万
円
の
赤
字
が
続
く
穂

高
プ
ー
ル
は
廃
止
し
、
穂
高
広
域
施
設
の

あ
づ
み
野
ラ
ン
ド
を
改
修
し
、
温
水
プ
ー

ル
付
き
の
健
康
増
進
施
設
に
す
れ
ば
、
子

供
か
ら
高
齢
者
ま
で
利
用
で
き
る
。
現
施

設
の
約
７
０
０
０
万
円
の
赤
字
解
消
に
も

な
り
、
一
石
二
鳥
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

答 

構
成
市
町
村
と
の
関
連
が
あ
り
現
在
焼

却
炉
計
画
に
整
備
計
画
が
記
さ
れ
て
お

ら
ず
現
実
的
に
無
理
だ
と
捉
え
て
い
る
。

合
併
後
の
公
平
性
と
い
う

観
点
か
ら
長
峰
荘
存
続
を

信誠会
宮下 明博

長༰௝

穂
高
プ
ー
ル
廃
止
の
代
替
に
つ
い
て

問 

総
務
環
境
委
員
会
で
、
恵
那
市
の
「
東

海
バ
イ
オ
」
を
視
察
し
た
。
緑
化
廃
棄

物
の
堆
肥
化
や
臭
気
対
策
の
取
り
組
み

を
見
た
が
、
山
積
み
さ
れ
た
堆
肥
か
ら

匂
い
は
感
じ
ず
、
そ
の
堆
肥
は
市
民
が

無
料
で
持
ち
帰
っ
て
い
る
。
こ
の
事
業

所
の
社
長
か
ら
「
早
稲
田
大
学
と
共
同

開
発
し
た
バ
イ
オ
菌
の
生
物
分
解
に
よ

り
堆
肥
化
さ
れ
て
い
る
」
と
説
明
を
受

け
た
が
、
市
に
お
い
て
取
り
入
れ
ら
れ

な
い
か
伺
う
。

答 

こ
の
事
業
所
の
技
術
面
や
環
境
に
対
す

る
取
り
組
み
は
素
晴
ら
し
い
と
思
う
。

安
全
面
・
コ
ス
ト
面
に
お
い
て
確
認
検

証
し
た
上
で
、
農
林
部
・
市
民
生
活
部

で
連
携
を
図
り
検
討
し
た
い
。

問 

市
で
は
、
家
庭
か
ら
出
た
緑
化
廃
棄
物

は
緑
の
リ
サ
イ
ク
ル
と
し
て
受
け
入
れ

て
い
る
が
、
こ
の
処
理
に
も
有
効
と
考

え
る
が
。

答 

こ
の
事
業
所
の
破
砕
機
を
持
ち
込
み
、

破
砕
し
て
チ
ッ
プ
化
が
で
き
れ
ば
可
能

だ
が
、
破
砕
や
堆
肥
化
す
る
ス
ペ
ー
ス

の
確
保
が
問
題
と
な
る
。
一
方
、
運
搬

費
も
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
コ
ス
ト
面

の
問
題
も
あ
る
。

問 

建
設
現
場
で
出
る
木
く
ず
な
ど
も
チ
ッ

プ
化
し
て
堆
肥
に
し
て
い
る
。
受
け
入

れ
処
理
費
用
も
か
な
り
安
い
と
聞
い
た

が
、
一
般
廃
棄
物
の
処
理
業
者
や
木
材

セ
ン
タ
ー
で
の
課
題
解
決
に
つ
な
が
る

と
思
う
が
。

答 

一
企
業
に
か
か
わ
ら
ず
廃
棄
物
の
減
量

化
、
資
源
化
の
促
進
を
図
る
上
で
、
総

合
的
に
取
り
組
め
る
事
業
を
検
討
す
る

必
要
を
感
じ
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
ふ
る
さ
と
納
税
の
今
後
に
つ
い
て

民
間
企
業
の
協
力
に
よ
り

臭
気
０ゼ

ロ

へ

׭ఞでࣱ̧ͥా୼ܢ̦ࡉـ
̢̞ͭ̀

೯の桜໼࿐

公明党
小松 芳樹

※
各
議
員
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
放
送
に
リ
ン
ク
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
の
ご
利
用
に
は
パ
ケ
ッ
ト
通
信
料
が
か
か
り
ま
す
。）
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問 

市
内
17
の
学
校
ご
と
の
児
童
・
生
徒
数

を
比
較
す
る
と
、
学
校
間
で
大
き
な
幅

が
生
じ
て
い
る
。
学
習
環
境
面
か
ら
教

育
委
員
会
と
し
て
の
考
え
方
を
伺
う
。

答 

人
間
関
係
を
豊
か
に
す
る
と
い
う
上
で

も
、
一
定
程
度
の
規
模
を
維
持
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、

仮
称
で
は
あ
る
が
、「
活
力
あ
る
学
校
の

あ
り
方
検
討
委
員
会
」
を
組
織
し
て
、小
・

中
の
連
携
一
貫
教
育
な
ど
を
含
め
、
今

後
の
よ
り
良
い
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問 

市
教
育
委
員
会
で
は
県
か
ら
の
職
員
派

遣
を
受
け
、
教
育
指
導
室
を
設
置
し
て

い
る
。
市
に
派
遣
さ
れ
た
指
導
主
事
は
、

学
校
教
育
の
専
門
家
と
し
て
よ
り
活
発

に
職
務
に
当
た
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と

考
え
る
。
そ
こ
で
、
教
育
指
導
室
の
独

立
性
確
保
に
つ
い
て
提
案
す
る
が
。

答 

一
人
ひ
と
り
の
子
供
た
ち
の
個
性
や
能

力
を
最
大
限
引
き
出
し
て
い
け
る
よ
う

に
、
ま
た
、
保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん

の
相
談
や
要
望
に
応
え
、
学
校
教
育
現

場
に
密
着
し
て
、
陰
に
陽
に
支
え
て
い

く
の
が
こ
の
職
で
あ
る
。
提
案
の
件
、

問 

農
作
物
の
被
害
防
止
対
策
と
し
て
、
電

気
柵
導
入
の
効
果
は
評
価
で
き
た
。
堀

金
地
域
の
電
気
柵
外
に
お
け
る
平
成
28

年
狩
猟
期
の
捕
獲
数
は
、
ク
マ
８
頭
、

イ
ノ
シ
シ
30
頭
だ
っ
た
。
安
心
・
安
全

に
生
活
し
て
い
く
に
は
、
駆
除
す
る
体

制
を
強
化
す
る
し
か
な
い
。
そ
こ
で
、

農
作
物
の
被
害
状
況
と
今
後
の
方
針
に

つ
い
て
伺
う
。

答 

農
作
物
の
被
害
状
況
は
、
平
成
27
年
度

は
３
０
４
万
円
に
減
少
し
、
平
成
28
年

度
は
１
０
８
２
万
円
へ
と
増
加
し
た
。

主
な
要
因
は
、
明
科
地
域
で
始
ま
っ
た

ワ
イ
ン
用
ブ
ド
ウ
へ
の
ニ
ホ
ン
ジ
カ
等

に
よ
る
被
害
拡
大
だ
。
西
山
山
麓
の
電

気
柵
周
辺
で
は
防
止
効
果
が
あ
っ
た
。

今
後
の
駆
除
方
針
は
、
県
の
特
定
鳥
獣

管
理
計
画
に
基
づ
き
、
市
の
鳥
獣
被
害

防
止
計
画
を
策
定
し
、
鳥
獣
被
害
対
策

実
施
隊
に
よ
る
駆
除
を
実
施
し
て
い
く
。

問 

ハ
ン
タ
ー
の
養
成
と
補
助
金
交
付
の
増

額
等
に
つ
い
て
伺
う
。

答 

補
助
制
度
に
つ
い
て
は
、
新
規
銃
狩
猟

免
許
取
得
や
医
師
の
健
康
診
断
料
・
保

険
料
等
の
対
象
経
費
の
一
部
を
助
成
す

少
し
時
間
を
と
り
、
検
証
、
研
究
を
重

ね
て
い
き
た
い
。

問 

安
曇
野
市
で
生
ま
れ
育
っ
た
人
材
が
、

故
郷
で
市
の
発
展
に
尽
く
せ
る
よ
う
職

員
と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
に
つ
い
て
市

長
の
考
え
は
。

答 

ふ
る
さ
と
の
発
展
の
た
め
に
尽
く
す
と

い
う
こ
と
は
、
地
域
の
活
性
化
に
も
つ

な
が
り
、
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ
と
考
え

る
。
ぜ
ひ
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
頑

張
っ
て
ほ
し
い
。

る
。
ま
た
、
射
撃
及
び
安
全
講
習
経
費
、

免
許
更
新
時
の
経
費
等
の
一
部
を
助
成

し
て
い
る
。
補
助
金
の
増
額
は
、
周
辺

市
町
村
の
動
向
を
見
な
が
ら
考
え
る
。

問 

ジ
ビ
エ
に
よ
る
地
域
づ
く
り
と
食
堂
・

飲
食
店
等
の
開
設
資
金
等
制
度
に
つ
い

て
伺
う
。

答 

調
理
師
会
で
は
、
料
理
講
習
会
を
開
催

し
、
料
理
の
普
及
を
行
う
。
県
や
信
州

ジ
ビ
エ
研
究
会
や
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
、
ジ

ビ
エ
を
活
用
し
、
供
給
か
ら
需
要
拡
大

に
向
け
た
取
り
組
み
や
、
連
携
を
強
め

て
い
る
。
開
設
資
金
の
調
達
と
し
て
、市
・

県
で
は
、
各
種
の
融
資
制
度
を
設
け
て

い
る
。

有
害
獣
の
適
正
管
理
と

ジ
ビ
エ
に
よ
る
地
域
づ
く
り

強
く
た
く
ま
し
い
安
曇
野
の

子
供
を
育
て
る
た
め
に

信誠会
山田 幸与

信誠会
一志 信一郎

一 般 質 問

市
の
出
身
者
が
採
用
試
験
を
受
け
る

機
会
が
増
す
よ
う
な
取
り
組
み
を

ジΫ΀ၳၑ
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6月
定例会 市政のここが聴きたい!!

※
一
般
質
問
の
詳
細
は
、
安
曇
野
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
図
書
館
に
会
議
録
が
あ
り
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
会
議
録
作
成
に
は
定
例
会
か
ら
２
カ
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

問 

広
域
農
道
交
差
点
に
は
右
折
レ
ー
ン
が

な
い
箇
所
が
５
カ
所
く
ら
い
あ
る
。
改

良
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
、
以
前
に
質

問
し
た
と
き
に
は
県
と
の
協
議
が
必
要

と
の
答
弁
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
進

し
ん
ち
ょ
く捗

状
況
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答 

提
案
が
あ
っ
た
５
カ
所
の
交
差
点
に
つ

い
て
、
そ
の
中
で
県
道
と
交
差
し
て
い

る
住
吉
交
差
点
に
つ
い
て
は
、
県
と
市

で
調
整
を
行
っ
て
い
る
。
現
在
、
広
域

農
道
で
は
、
県
営
の
歩
道
整
備
事
業
が

行
わ
れ
て
お
り
、
住
吉
交
差
点
北
の
市

道
側
の
用
地
買
収
も
昨
年
終
了
し
て
い

る
。
県
道
側
も
今
年
、
交
差
点
改
良
詳

細
設
計
を
実
施
す
る
予
定
だ
と
聞
い
て

い
る
。
早
期
完
成
に
向
け
、
県
と
の
調

整
を
進
め
る
。

問 

残
る
交
差
点
改
良
に
つ
い
て
も
、
引
き

続
き
取
り
組
み
を
お
願
い
し
た
い
。
特

に
柏
原
交
差
点
は
、
毎
日
、
通
勤
時
の

渋
滞
が
想
像
以
上
だ
。
残
る
交
差
点
に

つ
い
て
も
努
力
し
て
ほ
し
い
が
。

答 

他
の
交
差
点
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

渋
滞
状
況
な
ど
の
現
状
調
査
に
あ
た
り

た
い
。

問 

山
岳
観
光
が
進
め
ら
れ
る
中
、
県
道
豊

科
大
天
井
岳
線
の
須
砂
渡
ト
ン
ネ
ル
（
仮

称
）
の
事
業
化
の
見
通
し
は
。

答 

地
元
関
係
団
体
と
毎
年
、
県
へ
要
望
し

て
い
る
。

問 

道
路
の
利
用
頻
度
を
上
げ
る
べ
き
。
一

つ
の
提
案
だ
が
、
須
砂
渡
堰え

ん
て
い堤

の
上
部

に
橋

き
ょ
う
り
ょ
う

梁
を
新
設
し
、
周
遊
型
道
路
と
し

て
穂
高
側
に
接
続
す
れ
ば
、
山
岳
観
光

に
活
き
る
と
考
え
る
が
。

答 

新
た
な
ル
ー
ト
は
一
体
的
な
整
備
と
し

て
き
っ
か
け
に
な
る
が
、
現
時
点
で
は

非
常
に
難
し
い
課
題
だ
。

広
域
農
道
に
右
折
レ
ー
ン
の

設
置
を

政和会
黒岩 豊彦

ਯ࢐݌ओതັ߃

周
遊
型
の
道
路
整
備
に
つ
い
て

問 

糸
魚
川
市
の
大
火
で
人
命
に
係
る
被
害

に
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
防
災
無
線　

に
よ
る
市
民
周
知
が
評
価
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
市
内
で
火
災
が
発
生
し
た
場

合
、
防
災
無
線
で
放
送
さ
れ
な
い
が
、

ど
の
よ
う
な
方
法
で
市
民
に
情
報
提
供

し
て
い
る
か
。

答 

電
話
に
よ
る
音
声
案
内
と
メ
ー
ル
配
信

の
二
つ
の
方
法
で
行
っ
て
い
る
。
電
話

案
内
は
、
松
本
広
域
消
防
局
の
電
話
案

内
サ
ー
ビ
ス
を
聞
い
て
も
ら
う
こ
と
に

な
る
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
火
災
情
報
だ

け
で
な
く
、
救
急
当
番
医
な
ど
も
聞
く

こ
と
が
で
き
る
。

問 

防
災
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
ま
で
は
、
防
災

無
線
に
よ
る
火
災
発
生
の
放
送
が
あ
っ

た
が
、
な
ぜ
放
送
し
な
く
な
っ
た
か
。

答 

松
本
広
域
消
防
局
管
内
の
松
本
市
、
塩

尻
市
な
ど
、
多
く
の
構
成
市
町
村
で
火

災
情
報
を
流
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
合
わ
せ
て
火
災

情
報
の
放
送
を
し
な
い
こ
と
と
し
た
。

問 

火
災
発
生
時
に
防
災
無
線
で
放
送
を
流

し
て
ほ
し
い
旨
の
要
望
が
あ
る
が
、
再

検
討
で
き
な
い
か
。

答 

松
本
広
域
消
防
局
に
放
送
を
お
願
い
し

て
い
る
中
で
、
安
曇
野
市
だ
け
と
い
う

の
は
難
し
い
状
況
で
あ
る
。

問 

１
４
６
台
駐
車
可
能
な
こ
の
駐
車
場
は
、

震
災
時
は
車
中
の
避
難
所
と
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
災
害
を
想
定
し

た
公
衆
ト
イ
レ
を
設
置
す
べ
き
で
は
。

答 

す
で
に
新
田
公
民
館
前
の
公
衆
ト
イ
レ

は
、
震
災
を
想
定
し
た
ト
イ
レ
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
駐
車
場
も
災
害
時
を
想

定
す
る
中
で
、
駐
車
場
の
役
割
な
ど
を

検
討
し
、
市
民
と
共
に
研
究
す
る
。

火
災
発
生
時
の
防
災
無
線
に

よ
る
市
民
へ
の
周
知
を

政和会
坂内 不二男

豊
科
公
民
館
前
駐
車
場
に
震
災
を

想
定
し
た
公
衆
ト
イ
レ
の
設
置
を

ཅ܁ྦྷ࢖شஜͅಛ৬ા଼̦ۖ
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問 

梓
橋
早
期
改
修
連
絡
協
議
会
か
ら
、
早

期
改
修
を
県
に
働
き
か
け
る
請
願
が
、

平
成
26
年
12
月
定
例
会
で
全
議
員
が
賛

成
し
て
採
択
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
平
成

28
年
６
月
定
例
会
で
、
松
本
・
安
曇
野

の
両
市
長
に
よ
る
期
成
同
盟
会
の
設
置

を
提
案
し
た
が
、
そ
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
伺
う
。

答 

平
成
29
年
２
月
10
日
開
催
し
た
関
係
機

関
に
よ
る
梓
橋
周
辺
渋
滞
対
策
担
当
者

会
議
の
際
に
、
期
成
同
盟
会
の
設
置
に

つ
い
て
松
本
市
に
対
し
て
検
討
を
依
頼

し
た
。

問 

具
体
的
進
展
が
な
い
の
で
、
県
の
Ｏ
Ｂ

と
し
て
松
本
建
設
事
務
所
・
県
庁
担
当

者
に
現
地
の
実
態
を
説
明
し
要
請
し
て

き
た
。
そ
し
て
、
県
が
梓
川
の
河
川
管

理
者
で
あ
る
千
曲
川
河
川
事
務
所
と
協

議
し
、
工
事
許
可
を
得
る
の
に
必
要
な

調
査
事
業
の
予
算
が
平
成
29
年
６
月
１

日
付
で
認
め
ら
れ
、
許
可
に
向
け
て
大

き
く
前
進
し
た
。
許
可
が
出
た
ら
早
急

に
工
事
で
き
る
よ
う
、
今
か
ら
県
に
働

き
か
け
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
。
市
の

取
り
組
み
を
伺
う
。

答 

梓
橋
の
改
修
が
早
期
に
で
き
る
よ
う
、

県
に
働
き
か
け
て
い
く
。

問 

市
民
の
健
康
増
進
、
医
療
・
介
護
費
用

の
低
減
な
ど
に
効
果
が
あ
り
、
全
国
的

に
広
が
っ
て
き
た
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業

を
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
活
用
し
た

早
期
実
施
に
つ
い
て
伺
う
。

答 

多
角
的
な
枠
組
み
で
取
り
組
む
必
要
か

ら
政
策
部
に
か
か
わ
る
よ
う
指
示
し
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
用
に
つ
い
て

は
制
度
設
計
が
固
ま
り
次
第
、
政
策
部

で
検
証
し
決
定
し
て
い
く
。

梓
橋
の
早
期
改
修
に
向
け
た

積
極
的
な
取
り
組
み
を

信誠会
竹内 秀太郎

早
期
に
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
を

問 

こ
こ
ろ
の
健
康
と
は
、
生
き
生
き
と
自

分
ら
し
く
生
き
る
た
め
の
重
要
な
条
件

で
あ
り
、
適
度
な
運
動
、
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
栄
養
・
食
生
活
、
十
分
な
睡
眠

が
ス
ト
レ
ス
と
上
手
に
付
き
合
う
大
切

な
要
素
だ
。
し
か
し
時
に
崩
れ
や
す
い

も
の
で
あ
り
、
思
い
悩
ん
で
い
る
方
に

寄
り
添
い
、
ど
う
支
え
て
い
く
か
が
大

き
な
課
題
だ
。
各
市
町
村
に
自
殺
対
策

計
画
の
策
定
が
義
務
付
け
ら
れ
た
が
、

ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
伺
う
。

答 

自
殺
対
策
と
し
て
、
保
健
や
医
療
、
福

祉
や
教
育
、
労
働
な
ど
様
々
な
観
点
か

ら
必
要
な
支
援
を
考
え
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
関
係
部
署
・
機
関
と
連
携
を
し

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問 

平
成
28
年
度
か
ら
、
ひ
き
こ
も
り
支
援

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
現
在
の
状

況
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

答 
市
民
の
理
解
を
広
げ
る
た
め
の
講
演
会

の
開
催
や
相
談
窓
口
の
周
知
を
し
て
い

く
。
同
じ
悩
み
を
持
つ
家
族
会
の
開
催

の
た
め
の
家
族
教
室
を
実
施
し
て
い
く
。

住
み
慣
れ
た
地
域
で
の
包
括
的
な
支
援

体
制
の
た
め
、
庁
内
各
部
署
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
会
議
を
開
催
し
、
居
場
所
づ

く
り
な
ど
検
討
し
て
い
く
。

問 

子
供
の
貧
困
に
つ
い
て
の
研
修
を
受
け

た
。
朝
ご
は
ん
を
食
べ
、
歯
み
が
き
を

す
る
、
こ
の
当
た
り
前
の
経
験
や
体
験

を
し
な
い
子
供
た
ち
は
、
こ
こ
ろ
の
貧

困
に
陥
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
た
。
子
供

の
食
の
改
善
の
た
め
の
学
び
や
保
護
者

の
啓
発
、
子
供
の
健
康
・
生
活
実
態
調

査
が
必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

答 

朝
食
を
毎
日
と
る
こ
と
、
生
活
習
慣
を

し
っ
か
り
身
に
つ
け
る
こ
と
は
、
こ
こ

ろ
の
健
康
を
保
つ
上
で
も
、
学
力
を
高

め
る
た
め
に
も
大
切
と
思
う
。
調
査
に

つ
い
て
は
研
究
し
て
い
き
た
い
。

こ
こ
ろ
の
健
康
の
た
め
に

公明党
中村 今朝子

一 般 質 問
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6月
定例会 市政のここが聴きたい!!

問 

公
共
施
設
再
配
置
計
画
で
、
小
学
校
施

設
の
維
持
・
修
繕
等
ど
う
進
め
る
の
か
。

答 

①
安
全
性
の
確
保
②
財
政
負
担
の
軽
減

③
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
化
と
質
の
向
上
を

基
本
に
、
適
切
な
点
検
と
予
防
的
な
修

繕
を
し
、
維
持
管
理
経
費
の
削
減
と
平

準
化
を
図
る
。

問 

小
学
校
は
10
校
あ
る
が
、
対
応
は
。

答 

築
後
40
年
経
過
し
、
老
朽
化
が
進
み
不

都
合
が
多
く
な
っ
て
く
る
。
学
校
と
話

し
合
い
計
画
的
に
進
め
る
。

問 

三
郷
小
学
校
を
例
に
、
①
バ
ッ
テ
リ
ー
型

と
い
わ
れ
る
教
室
の
配
置
と
教
室
の
狭

さ
に
つ
い
て
②
教
科
書
の
サ
イ
ズ
が
Ａ
４

に
な
り
ラ
ン
ド
セ
ル
が
大
き
く
な
っ
た
た

め
、
ラ
ン
ド
セ
ル
ロ
ッ
カ
ー
が
小
さ
す
ぎ

る
③
雨あ

ま
ど
い樋

が
腐
食
し
て
い
る
物
置
に
つ
い

て
、
以
上
３
点
伺
い
た
い
。

答 

①
耐
震
補
強
・
長
寿
命
化
工
事
の
中
で
、

設
計
士
を
交
え
専
門
的
見
地
か
ら
検
討

す
る
。
使
い
勝
手
よ
く
改
修
し
た
い
。

②
補
正
予
算
を
組
む
の
か
、
修
繕
費
で

対
応
で
き
る
の
か
、
で
き
る
限
り
早
め

に
対
応
し
た
い
。
③
早
急
に
対
応
し
て

い
く
。

問 

公
共
施
設
再
配
置
は
避
け
て
通
れ
な
い
。

市
民
へ
の
啓
発
に
マ
ン
ガ
の
活
用
は
。

答 

市
民
の
理
解
と
協
力
が
鍵
に
な
る
。
マ

ン
ガ
も
一
例
に
広
報
に
努
め
た
い
。

問 

子
供
の
貧
困
が
言
わ
れ
、
給
食
の
重
要

性
が
増
し
て
い
る
。
給
食
の
あ
り
方
や

給
食
費
無
償
化
の
研
究
を
し
て
は
ど
う

か
。

答 

一
日
約
８
５
５
０
食
提
供
し
て
い
る
。

保
護
者
は
食
材
費
の
み
の
負
担
で
あ
る
。

国
や
周
辺
自
治
体
の
動
向
等
に
も
意
を

注
ぎ
、
研
究
す
べ
き
課
題
で
あ
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
男
女
が
と
も
に
活
躍
で
き
る
ま
ち
づ

　

く
り
に
つ
い
て

小
学
校
の
施
設
整
備
等
を

ど
う
進
め
る
の
か
伺
う

政和会
平林 德子
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※
各
議
員
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
放
送
に
リ
ン
ク
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
の
ご
利
用
に
は
パ
ケ
ッ
ト
通
信
料
が
か
か
り
ま
す
。）

問 

国
道
一
四
七
号
高
家
バ
イ
パ
ス
先
線
（
本

村
）
の
動
向
と
、
市
内
南
部
の
東
西
幹

線
軸
の
整
備
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

答 

県
に
対
し
て
経
済
・
産
業
・
観
光
の
面

か
ら
、
整
備
効
果
・
ス
ト
ッ
ク
効
果
に

対
応
し
つ
つ
早
期
事
業
化
を
要
望
中
で

あ
る
。
市
道
の
東
西
軸
で
は
本
村
線
の

整
備
が
平
成
28
年
度
末
で
終
了
し
、
現

在
は
吉
野
線
を
整
備
中
で
あ
る
。

問 

世
界
か
ん
が
い
施
設
遺
産
登
録
さ
れ
た

拾
ケ
堰
を
整
備
し
、
安
曇
野
を
代
表
す

る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
で
き
な
い
か
。

答 

市
で
は
こ
れ
か
ら
「
拾
ケ
堰
整
備
庁
内

検
討
会
議
」
で
、
ア
ク
セ
ス
・
観
光
・

案
内
看
板
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
あ
ら
ゆ

る
面
か
ら
検
討
を
重
ね
、
拾
ケ
堰
の
観

光
資
源
化
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問 

拾
ケ
堰
の
環
境
整
備
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
伺
う
。

答 

今
ま
で
も
土
地
改
良
区
を
中
心
に
、
地

域
の
皆
さ
ん
や
諸
団
体
に
よ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
で
環
境
整
備
を
し
て
い
る
。

今
後
は
更
に
、
地
域
住
民
や
関
係
諸
団

体
と
の
連
携
を
強
化
し
、
周
辺
の
田
園

風
景
の
保
全
と
環
境
整
備
に
努
め
る
。

問 

市
民
や
観
光
客
の
ご
み
へ
の
意
識
向
上

を
図
り
、
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
す
た
め
、
ご
み
ポ
イ
捨
て
禁
止
条
例

の
制
定
を
提
案
し
た
い
が
。

答 

廃
棄
物
の
減
量
・
資
源
化
・
ポ
イ
捨
て

も
含
め
、
安
曇
野
市
廃
棄
物
の
適
正
処

理
等
及
び
生
活
環
境
の
保
全
に
関
す
る

条
例
で
総
合
的
に
対
応
し
た
い
。

問 

市
民
や
事
業
者
の
ご
み
へ
の
意
識
向
上

策
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

答 

広
報
や
出
前
講
座
等
に
よ
る
意
識
啓
発

と
ご
み
減
量
化
の
環
境
整
備
を
図
り
、

地
域
ぐ
る
み
の
活
動
を
充
実
さ
せ
る
。

国
道
一
四
七
号
高
家
バ
イ
パ
ス

先
線
と
周
辺
整
備

信誠会
宮澤 豊次

࣭ൽˍː˓࣢ࣞ家ΨͼΩス୶஌Ȫུఆȫ̜ͥͅ
ਚΉ׭Ȫ໹଼ޘਔ༏ȫ

ご
み
ポ
イ
捨
て
禁
止
条
例
の
制
定
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問 

災
害
時
に
、
支
援
を
受
け
る
た
め
の
受

援
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
伺
う
。

答 

他
の
自
治
体
や
企
業
等
の
支
援
を
無
駄

に
せ
ず
、
速
や
か
に
受
け
入
れ
ら
れ
る

態
勢
を
整
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、

広
域
相
互
応
援
計
画
、
緊
急
輸
送
計
画
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
態
勢
な
ど

精
査
す
る
。

問 

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
、
色
覚
障
が

い
の
方
に
配
慮
し
た
、
メ
デ
ィ
ア
・
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
更
新
を
。

答 

現
在
、
先
天
的
に
色
の
見
え
方
が
異
な

る
皆
さ
ん
へ
の
配
慮
が
な
さ
れ
た
も
の

に
は
な
っ
て
い
な
い
。
浸
水
想
定
区
域

の
見
直
し
の
反
映
な
ど
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
更
新
に
向
け
た
準
備
を
し
て
お
り
、

メ
デ
ィ
ア
・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

を
使
用
し
、
全
て
の
市
民
に
正
確
に
情

報
を
伝
え
た
い
。

問 

大
規
模
盛
土
の
情
報
公
開
に
つ
い
て
。

答 

大
規
模
な
盛
土
を
行
っ
た
宅
地
の
地
す

べ
り
災
害
の
対
策
と
し
て
、
一
定
の
要

件
に
該
当
す
る
大
規
模
盛
土
の
位
置
な

ど
を
マ
ッ
プ
に
し
て
公
表
す
る
こ
と
を

進
め
て
い
る
。
災
害
の
未
然
防
止
や
被

害
の
軽
減
を
図
る
観
点
か
ら
重
要
で
あ

る
。
盛
土
を
抽
出
す
る
た
め
の
基
礎
調

査
を
、
平
成
30
年
度
に
実
施
す
る
。

問 

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
防
災
用
帽
子
（
子
供
の

命
を
守
る
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
で
水
に
強
く
、

軽
量
で
ヘ
ル
メ
ッ
ト
並
み
の
強
度
を
持

ち
、
折
り
畳
め
て
ラ
ン
ド
セ
ル
に
も
入

る
も
の
）
の
購
入
を
。

答 

避
難
訓
練
で
は
、
落
下
物
か
ら
体
を
守

り
な
が
ら
避
難
す
る
指
導
を
し
て
お
り
、

避
難
時
に
は
有
効
で
あ
る
と
思
わ
れ
る

こ
と
か
ら
、
財
政
も
考
慮
す
る
中
で
、

児
童
、
生
徒
へ
の
配
布
や
、
学
校
備
蓄

品
と
し
て
の
購
入
等
、
学
校
と
協
議
す

る
。

防
災
力
強
化
の
た
め
に

公明党
藤原 陽子

安曇野市のཡबζΛプ

一 般 質 問

問 

当
た
り
前
の
人
が
当
た
り
前
に
生
き
ら

れ
、
日
本
国
憲
法
の
幸
せ
を
保
障
す
る

観
点
か
ら
、
安
曇
野
市
の
展
望
を
伺
う
。

最
初
に
、
拾
ケ
堰
世
界
か
ん
が
い
施
設

遺
産
と
今
後
の
展
望
は
。

答 

こ
れ
ま
で
に
、
ほ
り
が
ね
物
産
セ
ン
タ
ー

道
の
駅
へ
の
拾
ケ
堰
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

設
置
や
パ
ネ
ル
展
示
の
他
、
地
域
団
体

の
皆
さ
ん
に
よ
る
拾
ケ
堰
周
辺
の
草
刈

作
業
、
観
光
協
会
に
よ
る
拾
ケ
堰
ウ
ォ
ー

ク
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
今
後
は
、
拾

ケ
堰
整
備
庁
内
検
討
会
議
を
設
け
て
関

係
団
体
と
連
携
し
、
取
り
組
み
を
８
月

下
旬
ご
ろ
ま
で
に
集
約
し
、
平
成
30
年

度
予
算
に
盛
り
込
み
た
い
。
ま
た
、
子

供
た
ち
の
地
域
学
習
と
し
て
総
合
的
な

学
習
の
時
間
な
ど
を
利
用
し
、
博
物
館

職
員
が
学
校
に
出
向
い
て
、
展
示
や
先

人
の
苦
労
を
伝
え
る
暮
ら
し
講
座
な
ど

を
開
き
た
い
。
拾
ケ
堰
は
周
辺
整
備
や

農
業
水
利
の
維
持
を
し
な
が
ら
、
教
育

や
観
光
等
に
結
び
つ
け
て
い
き
た
い
。

問 

次
に
、
地
下
水
や
農
業
基
本
構
想
な
ど

に
よ
る
自
主
財
源
の
確
保
は
。

答 

市
の
自
主
財
源
確
保
の
中
で
、
企
業
の

振
興
は
極
め
て
大
切
と
捉
え
、
助
成
制

度
や
制
度
資
金
、
支
援
体
制
等
を
整
え

た
い
。
農
業
で
は
、
農
業
機
械
購
入
補

助
や
認
定
農
業
者
跡
取
り
の
親
元
就
農

支
援
等
、
第
二
次
農
業
農
村
振
興
基
本

計
画
で
稼
げ
る
農
に
つ
な
げ
た
い
。
そ

の
他
、
安
曇
野
の
水
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
を
つ
け
た
商
品
の
売
り
上
げ
の
一
部

か
ら
協
力
金
を
も
ら
う
事
業
を
平
成
32

年
度
か
ら
実
施
す
る
計
画
や
、
水
の
収

支
バ
ラ
ン
ス
の
改
善
の
た
め
に
、
地
下

水
揚
水
事
業
者
に
よ
る
費
用
負
担
で
の

財
源
確
保
も
考
え
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
安
曇
野
市
の
安
心
安
全
公
共
交
通

安
曇
野
市
は
将
来
ど
の
よ
う
な

市
政
に
な
る
か

ਚΉ׭ଲ̞̦̥ͭٮঔ୭֒ॲഴ჏ͬਿ̠͂ܠ
安曇野ΧȜέζρΕϋ

日本共産党
安曇野市議団

松澤 好哲
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6月
定例会 市政のここが聴きたい!!

問 

市
は
公
共
施
設
再
配
置
計
画
に
お
い
て

「
宿
泊
施
設
の
位
置
づ
け
の
長
峰
荘
を
保

有
し
続
け
る
こ
と
は
困
難
。
老
朽
化
も

著
し
く
、
平
成
30
年
度
、
譲
渡
ま
た
は

廃
止
の
方
向
で
検
討
す
る
」
と
し
て
い

る
が
、
宿
泊
機
能
ば
か
り
で
な
く
、
地

域
住
民
が
期
待
す
る
長
峰
荘
の
機
能
、

役
割
に
着
目
し
た
検
討
は
さ
れ
た
の
か
。

答 

指
定
管
理
の
公
募
の
際
に
所
管
部
で
検

討
さ
れ
た
。

問 

４
月
に
熊
本
地
震
の
被
災
地
を
訪
ね
、

地
震
の
時
の
被
災
者
等
の
入
浴
の
状
況

を
勉
強
し
て
き
た
。
多
く
の
例
か
ら
、

住
民
の
身
近
に
銭
湯
な
ど
入
浴
施
設
が

確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
大
切
だ
と
強

く
感
じ
た
。
市
の
公
衆
浴
場
助
成
制
度

と
は
ど
の
よ
う
な
事
業
か
。

答 

公
衆
浴
場
の
経
営
の
安
定
な
ど
が
目
的

の
事
業
で
、
年
間
１
１
０
万
円
を
豊
科

地
域
の
銭
湯
２
カ
所
に
補
助
し
て
い
る
。

問 

大
災
害
時
へ
の
備
え
と
し
て
先
見
的
な

事
業
と
も
見
る
が
、
一
方
、
明
科
地
域

で
は
長
峰
荘
を
廃
止
し
、
入
浴
施
設
を

な
く
そ
う
と
す
る
の
は
筋
違
い
。
市
は
、

長
峰
荘
の
存
廃
に
つ
い
て
議
会
答
弁
等

で
、「
地
域
住
民
の
意
向
を
尊
重
し
、
意

見
を
聞
き
、
慎
重
に
方
向
づ
け
た
い
」

と
繰
り
返
し
て
き
た
が
、
譲
渡
や
廃
止

は
、
こ
れ
が
な
さ
れ
た
結
果
か
。

答 

公
共
施
設
再
配
置
計
画
全
体
の
議
論
の

中
で
長
峰
荘
の
方
向
性
を
定
め
た
も
の

で
あ
る
。

問 

市
の
長
峰
荘
に
対
す
る
方
針
決
定
に
は
、

大
き
な
問
題
が
あ
る
。
時
間
を
か
け
、

さ
ら
に
研
究
す
べ
き
で
は
。

答 

市
全
般
の
か
じ
取
り
の
中
で
は
、
厳
し

い
判
断
が
必
要
な
場
合
も
あ
る
が
、
地

元
に
し
っ
か
り
と
話
し
、
意
見
交
換
し
、

方
向
を
定
め
て
い
く
努
力
は
必
要
で
あ

り
、
少
し
猶ゆ

う
よ予

が
ほ
し
い
。

長
峰
荘
の
存
続
に
つ
い
て

政和会
松枝 　功

長༰௝̥̹ͣࡉ安曇野͂ཤアルプス

問 

私
た
ち
が
昨
年
末
か
ら
今
年
に
か
け
て

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し
、「
生
活

が
悪
く
な
っ
た
」
が
68
％
あ
っ
た
。
そ

の
要
因
と
し
て
、
年
金
が
減
っ
た
、
消

費
税
増
税
や
物
価
上
昇
、
国
保
税
や
介

護
保
険
料
の
負
担
増
な
ど
が
あ
り
、
公

共
交
通
の
充
実
を
望
む
声
、
総
合
体
育

館
建
設
へ
の
批
判
の
声
も
寄
せ
ら
れ
た
。

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
は
、
度
重
な

る
改
正
で
内
容
が
後
退
し
、
保
険
料
が

高
い
、
利
用
し
た
く
て
も
利
用
で
き
な

い
、
事
業
者
は
運
営
が
困
難
な
ど
、
厳

し
い
状
況
が
生
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

を
踏
ま
え
、
国
に
対
し
て
意
見
書
を
提

出
し
て
い
る
の
か
。

答 

市
長
会
を
通
じ
て
国
へ
は
要
望
し
て
き

た
。
国
庫
負
担
割
合
の
引
き
上
げ
、
低

所
得
者
保
険
料
の
軽
減
対
策
に
財
源
確

保
を
、
人
材
確
保
へ
の
対
策
、
報
酬
単

価
の
適
正
な
評
価
・
設
定
、
平
成
30
年

度
の
医
療
・
介
護
報
酬
同
時
改
定
の
情

報
提
供
な
ど
だ
。

問 

国
保
の
資
格
証
明
書
の
発
行
、
滞
納
は

県
下
19
市
の
中
で
も
ト
ッ
プ
だ
。
国
保

加
入
者
の
多
く
が
所
得
２
０
０
万
円
以

下
と
い
う
構
造
的
な
問
題
に
加
え
、
国

庫
補
助
も
１
９
８
０
年
代
に
は
50
％

あ
っ
た
も
の
が
２
０
０
７
年
に
は
25
％

に
な
っ
た
。
こ
の
状
況
を
ど
う
捉
え
て

い
る
か
。

答 

資
格
証
明
書
の
発
行
は
、
短
期
被
保
険

者
証
の
交
付
世
帯
で
１
年
以
上
の
滞
納

が
あ
り
、
納
税
相
談
に
応
じ
な
い
世
帯

に
個
別
の
事
情
に
応
じ
て
交
付
し
て
い

る
。
２
０
０
万
円
以
下
の
所
得
に
つ
い

て
は
、
収
入
額
と
は
異
な
り
、
基
礎
控

除
が
あ
り
、
控
除
し
た
残
り
が
所
得
と

し
て
判
定
さ
れ
る
。
滞
納
額
の
解
消
は

事
情
に
応
じ
て
分
納
誓
約
と
い
う
形
に

し
て
い
る
。

市
民
の
暮
ら
し
に

ど
う
向
き
合
う
か

日本共産党
安曇野市議団

猪狩 久美子

※
一
般
質
問
の
詳
細
は
、
安
曇
野
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
図
書
館
に
会
議
録
が
あ
り
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
会
議
録
作
成
に
は
定
例
会
か
ら
２
カ
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）
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問 

改
正
育
児
介
護
休
業
法
で
パ
パ
だ
け
に

認
め
ら
れ
た
産
後
８
週
間
の
育
児
休
業
。

こ
の
期
間
に
育
児
休
業
を
取
得
す
る
男

性
、
さ
ん
き
ゅ
う
パ
パ
を
増
や
す
こ
と

で
、
父
親
・
男
性
の
育
児
参
加
を
促
し

て
い
る
。
業
務
が
忙
し
く
て
休
め
な
い
、

職
場
に
迷
惑
が
か
か
る
か
ら
、
育
児
休

業
を
と
る
こ
と
に
対
し
て
職
場
の
理
解

が
な
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
が
あ

る
。
さ
ん
き
ゅ
う
パ
パ
を
増
や
す
方
策
、

市
の
取
り
組
み
と
問
題
点
を
聞
く
。

答 

父
親
も
子
育
て
に
積
極
的
に
参
加
す
る

こ
と
は
大
変
有
効
な
制
度
と
考
え
て
い

る
。
昨
年
、
こ
の
休
暇
を
取
得
し
た
職

員
は
１
人
だ
け
で
、
こ
れ
ら
の
制
度
に

つ
い
て
は
、
子
供
が
生
ま
れ
る
職
員
に

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
り
説
明
し
て
い
る
。

一
層
の
周
知
、
取
得
し
や
す
い
環
境
を

つ
く
り
な
が
ら
普
及
し
て
い
く
。

問 
イ
ク
メ
ン
ブ
ル
ー
に
対
す
る
取
り
組
み
、

育
休
後
の
職
場
復
帰
サ
ポ
ー
ト
体
制
の

取
り
組
み
を
聞
く
。

答 

心
身
の
健
康
面
、
衛
生
管
理
等
に
対
応

す
る
た
め
に
保
健
師
を
配
置
し
、
こ
う

い
っ
た
面
で
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
く
。

育
児
休
業
か
ら
復
帰
す
る
男
性
職
員
に

は
、
女
性
職
員
が
復
帰
す
る
の
と
同
様

に
事
前
に
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
な
が
ら
、

復
帰
で
き
る
職
場
環
境
づ
く
り
に
努
め

て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
廃
止
さ
れ
た
「
主
要
農
産
物
種
子
法

　
（
種
子
法
）」
に
関
し
て
安
曇
野
の
農

　

業
と
市
民
の
食
の
安
全
を
伺
う

〇
安
曇
野
ふ
る
さ
と
（
納
税
）
寄
附
返

　

礼
品
に
関
し
伺
う
（
総
務
省
除
外
要

　

請
）

パ
パ
が
産
休
、

さ
ん
き
ゅ
う
パ
パ
に
関
し
聞
く

政和会
内川 集雄

一 般 質 問

問 

先
端
技
術
導
入
に
よ
る
医
療
用
ロ
ボ
ッ

ト
や
水
資
源
を
活
用
し
た
食
品
関
連
等

に
特
化
し
た
産
業
団
地
構
想
を
安
曇
野

イ
ン
タ
ー
周
辺
に
構
築
し
、
全
国
に
企

業
誘
致
発
信
が
で
き
な
い
か
。

答 

ハ
ー
ド
面
の
整
備
よ
り
も
、
生
産
人
口

の
減
少
、
有
効
求
人
倍
率
の
高
止
ま
り
、

県
下
の
取
り
組
み
状
況
、
全
国
に
お
け

る
立
地
状
況
を
考
え
た
と
き
に
、
周
到

な
準
備
、
計
画
を
前
提
と
し
た
戦
略
が

必
要
で
あ
る
。

問 

農
振
法
、
農
地
法
、
国
営
か
ん
が
い
事

業
の
受
益
地
の
関
係
か
ら
、
新
産
業
団

地
の
確
保
や
拡
充
は
難
し
い
状
況
で
あ

る
が
、こ
の
度
、国
会
で
可
決
さ
れ
た
「
地

域
未
来
投
資
促
進
法
」
の
中
に
、
農
地

転
用
許
可
等
の
規
制
特
別
措
置
が
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
。
積
極
的
に
検
討
す

る
価
値
が
あ
る
と
思
う
が
。

答 

民
間
事
業
者
、
官
民
連
携
に
よ
る
地
域

経
済
牽け

ん
い
ん引

事
業
計
画
の
承
認
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
農
地
転
用
許
可
、

市
街
化
調
整
区
域
の
開
発
許
可
等
に
係

る
配
慮
も
受
け
ら
れ
る
特
別
措
置
で
あ

る
。
具
体
的
な
指
示
は
な
い
が
、
説
明

会
等
に
参
加
し
情
報
収
集
に
努
め
る
。

問 

悪
臭
防
止
法
に
基
づ
く
臭
気
指
数
規
制

導
入
後
と
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
認
証
取

得
後
の
効
果
検
証
は
。

答 
い
ず
れ
も
検
証
段
階
で
あ
る
が
、
三
郷

地
域
の
畜
産
臭
気
苦
情
件
数
は
減
少
傾

向
に
あ
り
、
畜
産
農
家
の
臭
気
意
識
が

向
上
し
て
き
た
。
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21

は
、
公
共
施
設
56
か
所
の
導
入
計
画
も

順
調
。
職
員
が
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を

学
び
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
力
が
高
ま
っ
て
い
る
。

信誠会
小松 洋一郎

̜͙̿野ॲު౬౷の஠ࠊ

環
境
問
題
の
成
果
と
課
題
に
つ
い
て

イ
ン
タ
ー
周
辺
に
最
先
端

技
術
の
産
業
団
地
を
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6月
定例会 市政のここが聴きたい!!

※
各
議
員
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
放
送
に
リ
ン
ク
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
の
ご
利
用
に
は
パ
ケ
ッ
ト
通
信
料
が
か
か
り
ま
す
。）

問 

共
謀
罪
は
市
民
の
生
活
と
安
心
安
全
を

守
る
も
の
か
。

答 

国
民
の
合
意
形
成
に
は
十
分
で
は
な

か
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
言
論
の
自
由
が

統
制
さ
れ
た
り
、
内
心
の
自
由
が
侵
さ

れ
た
り
、
思
想
統
制
が
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
。
戦
前
に
回
帰
し
て
は
な
ら
な
い
。

問 

教
育
勅
語
や
銃
剣
道
に
つ
い
て
は
。

答 

教
育
勅
語
は
戦
後
国
会
で
排
除
、
失
効

さ
れ
た
も
の
だ
。
歴
史
を
学
ぶ
資
料
で

は
あ
る
が
、
扱
い
は
慎
重
に
考
え
る
。

武
道
は
柔
道
と
剣
道
を
引
き
継
ぐ
。

問 

保
育
行
政
に
お
け
る
公
の
役
割
は
。

答 

行
政
負
担
の
増
大
と
多
様
な
保
育
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
た
め
に
、
民
間
活
力
の

導
入
で
、
適
切
な
教
育
・
保
育
の
提
供

を
確
保
し
、
選
択
肢
を
広
げ
る
。

問 

中
期
ビ
ジ
ョ
ン
に
保
育
園
の
統
廃
合
や

民
営
化
が
盛
り
込
ま
れ
る
の
か
。

答 

統
廃
合
や
具
体
的
な
民
営
化
の
計
画
を

示
し
て
い
き
た
い
。

問 

民
営
化
に
当
た
っ
て
は
時
間
を
か
け
、

地
域
と
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
図
っ
た
事

例
を
生
か
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答 

先
進
事
例
を
参
考
に
策
定
し
た
い
。

問 

防
災
士
を
制
度
化
し
、
資
格
取
得
に
補

助
を
出
し
て
は
ど
う
か
。

答 

資
格
取
得
の
一
部
負
担
は
初
め
て
聞
く
。

内
部
で
検
討
す
る
。

問 

指
定
避
難
所
の
耐
震
化
と
太
陽
光
パ
ネ

ル
の
設
置
は
で
き
な
い
か
。

答 

地
震
災
害
の
避
難
に
適
さ
な
い
公
民
館

は
13
、
耐
震
化
の
補
助
金
の
用
意
は
あ

る
。
太
陽
光
パ
ネ
ル
は
自
主
防
災
組
織

で
検
討
し
、
交
付
金
の
申
請
を
。

市
民
生
活
の
安
心
安
全
、

人
権
を
脅
か
す
共
謀
罪

日本共産党
安曇野市議団

井出 勝正

२ޡ౷֖൐઀ாߊでのཡब๵຦ജা会

保
育
は
行
政
の
責
任
で
、
拙せ

っ
そ
く速

な
民
営
化
は
避
け
る
べ
き
だ

防
災
士
資
格
取
得
の
補
助
制
度
を

問 

促
進
の
目
標
と
取
り
組
み
は
。

答 

第
３
子
以
降
の
子
供
が
通
園
の
場
合
は
、

３
歳
以
上
の
保
育
料
は
全
額
無
料
。
ま

た
、
３
歳
未
満
の
子
供
の
保
育
料
は
減

額
。
平
成
29
年
４
月
か
ら
本
庁
舎
に
、

母
子
・
子
育
て
相
談
窓
口
を
設
置
し
た
。

問 

安
心
し
て
安
曇
野
で
出
産
で
き
る
環
境

整
備
と
産
前
産
後
支
援
の
強
化
を
。

答 

出
産
・
子
育
て
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
活

動
。
平
成
29
年
10
月
か
ら
宿
泊
型
の
産

後
ケ
ア
と
母
乳
相
談
券
の
配
付
を
行
う
。

問 

発
達
障
が
い
早
期
発
見
、
早
期
支
援
促

進
に
、
子
ど
も
発
達
支
援
相
談
室
「
あ

づ
み
っ
こ
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム
」
強
化
を
。

答 

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
。

遊
び
の
教
室
を
開
催
。
乳
児
期
か
ら
の
、

は
い
は
い
た
っ
ち
の
相
談
日
を
実
施
。

Ｐ
Ｒ
方
法
を
工
夫
す
る
。
大
人
に
な
っ

て
も
支
え
合
う
体
制
づ
く
り
を
行
う
。

問 

子
供
の
貧
困
対
策
で
、
こ
ど
も
食
堂
へ

の
支
援
と
学
校
給
食
無
償
化
の
検
討
を
。

答 

こ
ど
も
食
堂
と
学
習
支
援
に
つ
い
て
は
、

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
の
制
度
改
正

の
動
向
や
他
地
域
の
実
施
状
況
を
見
て

い
く
。
学
校
給
食
無
償
化
は
研
究
す
る
。

問 

向
上
の
目
標
と
取
り
組
み
は
。

答 

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
を
平
成
29

年
度
い
っ
ぱ
い
に
策
定
す
る
予
定
。

問 

乗
合
タ
ク
シ
ー
「
あ
づ
み
ん
」
の
使
い

勝
手
を
よ
く
す
る
よ
う
に
。

答 

公
共
交
通
協
議
会
部
会
に
５
地
域
の
エ

リ
ア
変
更
、
予
約
、
土
曜
運
行
等
、
改

善
方
法
の
検
討
を
お
願
い
し
て
い
る
。

問 

安
曇
野
の
定
時
定
路
線
ワ
ゴ
ン
の
使
い

勝
手
を
よ
く
す
る
よ
う
に
。

答 

計
画
で
は
、
市
内
に
あ
る
公
共
交
通
全

て
に
つ
い
て
多
角
的
に
検
証
を
行
う
。

出
産
支
援
、
子
育
て
支
援
の

促
進
を

民心・
無所属の会

林　 孝彦

高
齢
者
も
楽
に
出
か
け
ら
れ
る
よ
う
安

曇
野
の
公
共
交
通
の
使
い
勝
手
向
上
を

̜͙̿野̤̥̈́͘΅ΛΙϋȪ̭̓͜૙൴Ȇཱ ȫ߄
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問 

市
に
お
い
て
も
保
育
士
不
足
は
深
刻
。

よ
り
積
極
的
な
保
育
士
確
保
の
た
め
の

方
策
が
必
要
。
市
の
保
育
の
特
質
で
あ

る
自
然
保
育
を
テ
ー
マ
に
、
都
市
部
で

保
育
士
向
け
の
移
住
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

で
き
な
い
か
。
安
曇
野
の
豊
か
な
自
然

環
境
で
子
育
て
し
た
い
と
思
う
人
た
ち

が
い
る
よ
う
に
、
こ
の
環
境
で
保
育
や

幼
児
教
育
に
関
わ
り
た
い
保
育
士
、
幼

稚
園
教
諭
は
い
る
の
で
は
な
い
か
。

答 

市
の
認
定
こ
ど
も
園
で
地
域
の
自
然
環

境
や
伝
統
、
文
化
を
生
か
し
た
教
育
、

保
育
、
信
州
や
ま
ほ
い
く
に
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
を
し
っ
か
り
ア
ピ
ー
ル
し

て
自
己
実
現
の
場
と
し
て
選
ん
で
い
た

だ
け
る
工
夫
を
す
る
こ
と
も
、
保
育
士

確
保
に
は
必
要
。

問 
２
つ
の
フ
ッ
ク
を
考
え
る
。
一
つ
は
移

住
者
へ
の
家
賃
補
助
を
行
う
。
も
う
一

つ
は
保
育
業
界
に
絶
大
な
人
気
を
誇
る

ケ
ロ
ポ
ン
ズ
に
市
の
自
然
保
育
Ｐ
Ｒ
大

使
に
な
っ
て
も
ら
う
の
は
ど
う
か
。

答 

移
住
施
策
の
担
当
部
局
と
、
保
育
士
向

け
の
移
住
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
の
可
否
も

含
め
て
調
整
が
必
要
。
他
の
賃
貸
住
宅

に
住
む
非
常
勤
職
員
と
の
整
合
性
を
ど

う
図
る
の
か
、
行
政
運
営
の
公
平
性
の

視
点
か
ら
見
る
と
課
題
は
多
い
。

問 

業
者
の
下
水
排
水
の
水
質
は
除
害
処
理

が
さ
れ
な
く
て
も
問
題
な
い
の
か
。
そ

れ
と
も
除
害
処
理
を
し
な
け
れ
ば
接
続

で
き
な
い
水
質
な
の
か
。
そ
れ
を
知
る

た
め
に
下
水
道
管
理
者
で
あ
る
市
が
独

自
の
検
査
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答 

自
主
的
な
水
質
検
査
等
を
依
頼
し
、
報

告
を
求
め
る
こ
と
は
可
能
。
排
出
水
に

問
題
が
あ
れ
ば
、
市
か
ら
指
導
、
改
善

命
令
を
す
る
。

自
然
保
育
×
移
住
安
曇
野
に

保
育
士
を
呼
び
込
も
う

民心・
無所属の会

増田 望三郎

県̦ଔૺ̳ͥুட༗֗ȶ૞ਗ͕̞̩͘͞ȷの
ロΌζȜク 

一 般 質 問

問 

「
安
曇
野
の
魅
力
は
こ
れ
だ
」
と
い
う
明

確
な
答
え
は
な
く
、
資
源
、
資
産
を
活

用
し
て
「
オ
ー
ル
安
曇
野
」「
チ
ー
ム
安

曇
野
」
で
、
世
界
級
リ
ゾ
ー
ト
地
安
曇

野
に
と
提
唱
し
ま
す
が
。

答 

可
能
性
を
秘
め
た
市
で
あ
る
の
で
、
外

国
人
観
光
客
の
対
策
を
含
め
た
受
け
入

れ
体
制
を
充
実
さ
せ
、
い
か
に
目
的
地

と
し
て
来
て
い
た
だ
け
る
か
、
豊
か
な

自
然
環
境
、
芸
術
文
化
等
、
今
あ
る
も

の
に
、
さ
ら
に
み
が
き
を
か
け
て
推
進

す
る
。

問 

安
曇
野
の
貴
重
な
資
源
で
あ
る
山
岳
観

光
の
登
山
者
に
対
す
る
駐
車
場
対
策
と

登
山
道
の
整
備
は
。

答 

駐
車
場
が
不
足
し
て
い
る
状
況
か
ら
、

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
た
め
、
解
決
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。
登
山
道
は
、

管
理
責
任
の
所
在
が
不
明
確
な
状
況
に

あ
る
。
関
係
者
と
安
全
な
登
山
道
の
整

備
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問 

リ
ゾ
ー
ト
地
に
は
、
芸
術
作
品
の
活
用

が
必
要
と
思
う
が
、
市
内
に
は
大
勢
の

芸
術
家
が
い
る
の
で
、
そ
の
作
品
を
活

用
で
き
な
い
か
。

答 

郷
土
ゆ
か
り
の
芸
術
家
に
目
を
向
け
て

企
画
を
行
い
、
こ
の
提
言
を
一
つ
の
方

向
性
と
し
て
検
討
し
て
い
く
。

問 
市
内
で
は
写
真
部
会
が
会
場
に
な
る
が
、

市
を
全
国
に
発
信
、
売
り
出
す
絶
好
の

チ
ャ
ン
ス
に
な
る
と
思
う
が
。

答 

平
成
29
年
11
月
の
プ
レ
大
会
や
平
成
30

年
８
月
の
大
会
時
に
は
大
勢
の
人
が
来

る
の
で
、
盛
大
に
開
催
が
で
き
る
よ
う

Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
み
、
安
曇
野
フ
ァ
ン
を

増
や
し
て
い
く
。

安
曇
野
を
世
界
級
リ
ゾ
ー
ト
地
へ

信誠会
平林 　明

ಛ৬ાచॐ̦ఞ̹ͦͥ一Φాഴ५࢛

全
国
高
校
総
合
文
化
祭
「
信
州

総
文
祭
」
に
向
け
て

北
小
倉
廃
棄
物
処
理
業
者
の
排
水
処
理
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6月
定例会 市政のここが聴きたい!!

問 

こ
れ
ま
で
の
長
き
に
わ
た
る
松
枯
れ
対

策
か
ら
、
松
枯
れ
防
止
・
根
絶
に
薬
剤

の
空
中
散
布
は
効
果
が
な
い
の
は
明
ら

か
。
市
が
３
年
間
実
施
し
た
空
中
散
布

の
実
績
分
析
か
ら
も
、
効
果
が
あ
っ
た

と
は
言
い
難
い
。
岩
洲
公
園
で
は
空
中

散
布
し
な
く
て
も
松
枯
れ
は
広
が
ら
な

い
、
と
い
う
見
方
も
あ
る
。
来
年
は
止

め
て
様
子
を
見
て
は
ど
う
か
。

答 

散
布
区
域
で
枯
れ
た
松
が
２
本
、
非
散

布
区
域
で
は
17
本
だ
っ
た
。
こ
れ
が
す

べ
て
松
く
い
虫
被
害
で
枯
れ
た
も
の
か

は
明
確
で
は
な
い
と
い
う
指
摘
も
あ
る

の
で
、
さ
ら
に
詳
細
な
調
査
を
行
い
、

効
果
の
検
証
を
し
て
い
き
た
い
。

問 

昨
年
は
希
少
動
物
が
発
見
さ
れ
１
回
目

の
散
布
を
中
止
し
た
が
、
人
に
対
す
る

健
康
影
響
を
も
っ
と
重
視
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
。

答 

薬
剤
に
よ
る
悪
影
響
が
科
学
的
に
証
明

で
き
な
い
中
、
予
防
原
則
に
従
い
散
布

を
中
止
す
る
こ
と
も
一
つ
の
考
え
方
だ

が
、
こ
の
３
年
間
の
散
布
実
績
と
調
査

結
果
か
ら
、
今
後
も
安
全
を
確
保
し
な

が
ら
実
施
し
て
い
き
た
い
。

問 

本
庁
舎
建
設
に
係
る
住
民
訴
訟
は
住
民

側
が
敗
訴
し
た
が
、
ま
だ
訴
訟
費
用
を

請
求
し
て
い
な
い
。
市
が
勝
訴
し
て
訴

訟
費
用
を
請
求
で
き
る
場
合
は
請
求
す

る
、
と
い
う
方
針
は
撤
回
さ
れ
た
の
か
。

答 

こ
の
訴
訟
で
は
市
の
主
張
が
通
り
、
原

告
住
民
も
控
訴
し
な
か
っ
た
。
市
は
原

告
の
皆
さ
ん
と
も
共
に
ま
ち
づ
く
り
を

し
て
い
き
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
訴
訟

費
用
の
請
求
を
し
な
い
こ
と
に
し
た
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
増
田
建
設
産
業
に
設
置
さ
れ
る
太
陽

　

光
発
電
施
設
に
つ
い
て

松
枯
れ
に
農
薬
の

空
中
散
布
は
有
効
か

民心・
無所属の会

小林 純子

での಺औํսの౷଎Ȫ࿪स८ືฺͅ׬࢖ਛ܊
಺औ報࣬੥ͤ͢ȫޣגޏ۪̠

問 

穂
高
老
人
保
健
セ
ン
タ
ー
廃
止
後
は
、

ど
こ
の
入
浴
施
設
を
利
用
す
れ
ば
よ
い

か
。
他
の
入
浴
施
設
は
利
用
料
が
高
く

な
り
、
福
祉
バ
ス
が
廃
止
さ
れ
る
な
ど

福
祉
の
後
退
で
は
な
い
か
。

答 

閉
館
後
は
安
曇
野
し
ゃ
く
な
げ
の
湯
、

周
辺
の
温
泉
施
設
、
入
浴
料
金
割
引
券

が
利
用
で
き
る
民
間
の
19
施
設
を
利
用

し
て
ほ
し
い
。
福
祉
バ
ス
の
廃
止
に
つ

い
て
は
、
デ
マ
ン
ド
交
通
「
あ
づ
み
ん
」

を
利
用
し
て
ほ
し
い
。
穂
高
老
人
保
健

セ
ン
タ
ー
の
廃
止
に
つ
い
て
は
地
元
の

み
な
さ
ん
に
同
意
を
得
て
い
る
。

問  

平
成
29
年
６
月
15
日
午
前
７
時
46
分
、

参
院
本
会
議
に
お
い
て
「
テ
ロ
等
準
備

罪
」
法
案
が
強
行
採
決
で
成
立
し
た
。

こ
の
法
律
は
憲
法
・
刑
法
で
定
め
る
犯

罪
行
為
が
あ
っ
て
刑
罰
を
課
す
罪
刑
法

定
主
義
に
反
し
、
国
民
の
内
心
の
自
由

を
侵
す
憲
法
違
反
の
内
容
で
あ
る
。
市

長
は
充
分
な
審
議
を
望
み
国
会
の
動
向

を
注
視
し
て
い
く
と
し
た
が
、
現
在
は

ど
の
よ
う
な
見
解
を
持
っ
て
い
る
か
。

答 

参
議
院
法
務
委
員
会
で
充
分
な
審
議
採

決
も
な
さ
れ
ず
、
中
間
報
告
と
い
う
か

た
ち
で
可
決
成
立
さ
せ
た
こ
と
は
大
変

残
念
で
あ
る
。
こ
の
運
用
が
ど
う
な
さ

れ
る
か
注
視
し
て
い
く
。
憲
法
の
３
原

則
、
す
な
わ
ち
基
本
的
人
権
、
平
和
主

義
、
国
民
主
権
の
堅
持
は
重
要
。
自
由

が
侵
さ
れ
た
り
、
市
民
活
動
が
侵
さ
れ

た
り
、
思
想
の
統
制
が
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
。
被
爆
国
と
し
て
、
戦
争
の
な
い

平
和
な
社
会
を
希
求
し
て
い
く
こ
と
は

大
切
で
あ
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
図
書
館
・
保
育
園
の
民
営
化
問
題
に

　

つ
い
て

穂
高
老
人
保
健
セ
ン
タ
ー

廃
止
は
福
祉
の
後
退
で
は

民心・
無所属の会

荻原 勝昭

༠ࣞჇ૽༗࠲ΓϋΗȜවဵ൓۷ٸ

※
一
般
質
問
の
詳
細
は
、
安
曇
野
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
図
書
館
に
会
議
録
が
あ
り
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
会
議
録
作
成
に
は
定
例
会
か
ら
２
カ
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

訴
訟
費
用
請
求
の
方
針
転
換
を

「
テ
ロ
等
準
備
罪
」（
共
謀
罪
）に
つ
い
て
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一 般 質 問

問 

市
内
小
・
中
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置

に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答 

設
置
や
維
持
費
に
多
額
な
費
用
を
要
す

る
こ
と
か
ら
原
則
と
し
て
設
置
し
て
い

な
い
の
が
現
状
。
暑
さ
対
策
と
し
て
、

実
際
の
教
室
の
状
況
を
調
査
し
、
快
適

に
学
習
に
専
念
で
き
る
よ
う
有
効
な
対

策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問 

市
内
小
・
中
学
校
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化

に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答 

学
校
の
ト
イ
レ
の
環
境
の
改
善
は
大
切

な
課
題
で
あ
り
、
国
の
進
め
る
長
寿
命

化
対
策
事
業
に
ト
イ
レ
の
改
修
を
含
め
、

可
能
な
対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

問 

市
内
中
学
校
の
中
間
・
期
末
・
総
合
テ

ス
ト
を
統
一
し
、
そ
の
結
果
を
開
示
で

き
な
い
か
。

答 

テ
ス
ト
の
実
施
日
を
合
わ
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
り
、
困
難

で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
今
後
は
学
校

間
の
連
携
が
図
れ
な
い
か
研
究
し
て
い

き
た
い
。

問 

市
内
小
学
校
の
ク
ラ
ス
替
え
と
学
級
担

任
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答 

ク
ラ
ス
替
え
に
つ
い
て
は
、
一
人
ひ
と

り
が
ど
う
い
う
学
級
に
編
成
さ
れ
て
き

た
か
と
い
う
よ
う
な
こ
と
に
も
十
分
配

慮
し
て
ほ
し
い
と
指
導
し
て
い
る
。
担

任
に
つ
い
て
は
、
生
徒
の
思
い
や
保
護

者
の
願
い
を
大
切
に
し
て
適
材
適
所
に

配
置
し
て
い
る
。

問 
い
じ
め
・
不
登
校
・
道
徳
教
育
に
つ
い

て
聞
き
た
い
。

答 

全
市
を
挙
げ
て
き
め
細
か
な
対
応
を
し
、

一
丸
と
な
っ
て
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
道
徳
教
育
で
は
人
間
を
尊
重
し
、

命
を
大
切
に
で
き
る
人
間
の
育
成
に
力

を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

信誠会
召田 義人

١ഐ̈́ڠਠ۪̦ޏབͦͥ͘

問 

新
総
合
体
育
館
の
建
設
後
の
維
持
管
理

や
運
営
に
、
国
の
特
別
交
付
金
で
賄

ま
か
な

わ

れ
る「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」を
活
用
し
、

維
持
管
理
費
の
軽
減
に
努
め
て
は
ど
う

か
。

答 

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
の
新
総
合
体
育

館
へ
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
体
育
指
導

員
や
市
民
の
体
力
向
上
な
ど
、
ソ
フ
ト

面
で
の
充
実
を
考
え
検
討
し
て
い
く
。

ま
た
、
体
育
館
の
施
設
だ
け
で
な
く
、

各
部
署
で
積
極
的
に
「
地
域
お
こ
し
協

力
隊
」
を
活
用
す
る
よ
う
進
め
る
。

問 

穂
高
広
域
施
設
組
合
の
ご
み
焼
却
施
設

の
建
て
替
え
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

答 

今
後
、
８
月
に
技
術
提
案
書
の
提
出
締

め
切
り
、
10
月
に
は
施
工
業
者
を
落
札
、

平
成
30
年
４
月
に
は
建
設
工
事
請
負
契

約
、
運
営
業
務
委
託
契
約
を
行
い
、
平

成
32
年
度
末
ま
で
に
施
設
の
稼
働
と
い

う
予
定
で
あ
る
。

問 

維
持
管
理
、
運
営
等
は
ど
う
な
っ
て
い

く
の
か
。

答 

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
を
維
持
し
、
財

政
負
担
の
軽
減
を
考
慮
し
て
設
計
、
施

工
し
、
向
こ
う
20
年
間
の
維
持
管
理
と

運
営
を
民
間
事
業
者
に
委
託
す
る
方
式

（
Ｄ
Ｂ
О
方
式
）
を
採
用
す
る
。

問 

焼
却
灰
、
焼
却
残ざ

ん
さ渣

の
最
終
処
分
の
場

所
を
、
県
外
で
は
な
く
、
広
域
施
設
組

合
の
構
成
市
町
村
内
で
処
理
す
る
検
討

は
し
な
い
の
か
。

答 

県
単
位
で
の
建
設
整
備
計
画
を
検
討
す

る
よ
う
要
望
し
て
い
る
。
構
成
市
町
村

の
中
で
、
安
曇
野
市
以
外
の
区
域
内
で

共
同
処
理
は
困
難
で
は
あ
る
が
、
ど
こ

か
に
適
地
が
あ
り
、
地
元
の
理
解
が
得

ら
れ
、
他
の
法
的
障
害
な
ど
解
消
の
目

途
が
立
て
ば
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

新
総
合
体
育
館
・
新
ご
み

焼
却
施
設
建
設
と
そ
の
後

政和会
藤原 正三
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経済建設委員会　 視察報告
平成 29年　5月 17 日 視察先　福岡県宗像市　街道の駅「赤馬館」
 目　的　宗像市地域おこし協力隊の活動について
 視察先　福岡県豊前市
 目　的　道の駅豊前おこしかけの活動について
平成 29年　5月 18 日 視察先　福岡県朝倉市
 目　的　世界かんがい施設遺産　山田堰・堀川用水
 　　　　水車群について

クローズ
アップ 世界かんがい施設遺産の取り組み

平成29年７月九州北部豪雨に際し、おくやみ・お見舞い
を申し上げ、早期の復旧・復興を心よりお祈り申し上げます

山田堰・堀川用水水車群の特長
「三連水車の里あさくら」の山田堰

　土地改良区の取り組み状況の説明をお聞きした。世界かん
がい施設遺産に登録され、現在は観光資源で、諸団体の視察
が非常に多くなってきているので、行政と寄り添い、連携が
必要とのこと。山田堰は学校でも学習の対象となっている。
改良区の構成員も高齢化し、農家だけでは管理が難しいので、
平成 20 年から住民約 1,000 人が毎年クリーンアップ活動を
しているとのこと。

まとめ
　安曇野市の拾ケ堰も世界かんがい施設遺産
に登録され、今後は観光客や諸団体の視察も
増えると思われる。土地改良区だけでは大変
で、行政や子供たちを含めた地域住民・学校・
各種団体と一緒に協力して活動をし、地域資
源を守り続け、後世の子供たちへ遺産を伝え
ていく必要性を深く感じた。

詳細な視察報告書はQRコードから
議会ホームページへ

໛ؖ県ಱா市५ന׭

政務活動費収支報告
～１人月額 7,500円 その使い道は～

　議員の調査研究に資するために必要な経費の一部として、会派または議員に対し、一人当たり月額 7,500 円
（年額 9万円）を上限に政務活動費の交付を受けています。政務活動費は、先進地への視察や研修への参加、
広報広聴のための経費等に使用されます。
　平成28年度政務活動費の収支報告書は安曇野市議会のホームページで公表していますので、ご覧ください。
また、議会事務局でも閲覧できます。

平成 28年度政務活動費の実績  （単位：円）

区分 信誠会 政和会
日本共産
党安曇野
市議団

公明党 民心・無
所属の会

濵昭次
議員 合計

人数 ８人 ６人 ３人 ３人 ４人 １人
収入 交付額 720,000 540,000 270,000 270,000 360,000 90,000 2,250,000

支出

調査研究費 166,442 280,452 70,440 81,516 22,800 621,650
研修費 130,000 259,548 196,920 199,560 64,680 15,000 865,708
資料作成費 0
資料購入費 164,418 1,600 166,018
広報費 423,558 73,080 35,716 532,354
広聴費 13,670 13,670
会議費 0
要請・陳情活動費 0
事務費 0
その他 0
小計 720,000 540,000 270,000 270,000 360,000 39,400 2,199,400
返金額 0 0 0 0 0 50,600 50,600
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総務環境委員会　 視察報告

福祉教育委員会　 視察報告

平成 29年　5月 16 日 視察先　愛知県尾張旭市
 目　的　防災ラジオの活用・AEDのコンビニ設置について
平成 29 年　5月 17 日 視察先　愛知県豊川市
 目　的　豊川市の公共施設マネジメントについて
 視察先　岐阜県恵那市　有限会社東海バイオ
 目　的　緑化廃棄物対策及び悪臭対策について

平成 29年　5月 16 日 視察先　広島県竹原市立中
なかどおり

通小学校
 目　的　ICT を活用した教育の推進について
平成 29年　5月 17 日 視察先　広島県竹原市立忠

ただのうみ

海学園
 目　的　小中一貫教育の推進について
 視察先　広島県尾道市
 目　的　おのみち幸

こうれい

齢プロジェクトについて
 視察先　広島県尾道市立市民病院
 目　的　地域包括ケアシステムについて
平成 29年　5月 18 日 視察先　広島県尾道市生

い く ち じ ま

口島
 目　的　生口島における芸術文化の振興について

クローズ
アップ

クローズ
アップ

悪臭対策に挑む民間企業を視察

施設一体型小中一貫教育について学ぶ

恵那市　有限会社東海バイオ
・バイオ菌を利用した優良堆肥を市民へ還元することで、地
元でも信頼を受けている事業所であった。

尾張旭市
・防災ラジオは平成 24 年度から活用が始まり、公共施設・市
議会議員・自治会長へ無償配布され、迅速な災害対策の課
題解決に取り組んでいる。
・AEDはコンビニエンスストアに設置することで、24 時間
対応ができるようになった。

豊川市
・今後 50 年間における公共施設適正配置計画を策定し、建て
替え予算も総額で計上している。
・若者にも興味を持ってもらうために、地元大学と連携して、
「マンガでわかる公共施設適正配置」を発刊した。

竹原市立忠海学園の特徴
平成 12 年　小中一貫校の研究を始める。
平成 17 年　竹原市立学校教育システム検討委員会を設置し、「通学区域の

弾力化」、「小中一貫教育」のあり方について諮問。
平成 24 年 3 月　竹原市小中一貫教育基本方針策定。
平成 27 年 4 月　施設一体型小中一貫校「忠海学園」開校（小学校7学級・中学校5学級）
　・9年間を見据えた授業計画が立てられる
　・中学校職員（音楽・外国語を中心）が小学生に授業
　・小中学校職員室が一緒のため連携が取りやすい

まとめ
・有限会社東海バイオでは、現地において悪臭
も感じることなく、有意義な現地視察ができ
た。同社の取り組みを、当市においても検討
していけないか。

・尾張旭市における AEDを使える救命ボラン
ティアの取り組みは参考になった。

・安曇野市の公共施設の維持管理は、合併した
ことで課題解決の必要性はあるが、地域にと
らわれずエリアとしての考えを持つ必要性が
学べた。

まとめ
　安曇野市においても少子化の
流れの中で、施設一体型が考え
られる地域と、施設分離型でな
いと難しい地域がある。竹原市
においては、10年以上の歳月を
かけて取り組んできていること
から、先進地を参考に当市にお
いても検討をしていく必要があ
ると思う。

詳細な視察報告書はQRコードから
議会ホームページへ

詳細な視察報告書は
QR コードから議会
ホームページへ

෎̩ͥࢊ൐٬Ψͼ΂の社長Ȫֲ̥ͣˎ૽࿒ȫ

಑̀ͅ׬ڠ٬
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第三期 安曇野市議会の主な

テーマ１「豊科南部総合公園総合体育館建設について」
　子供の育成面から ・子供たちの個性を伸ばし、スポーツの多様性に対応できるような充実した

体育館は必要
　財政面から ・少子高齢化による使用者の減少やランニングコスト、財政状況を考えるべき
　地域の経済面から ・体育館建設による経済効果も期待できるような施設を望む
　規模・設備面から ・使う人のターゲットを考え、道路等のアクセスや周辺の活性化など総合的な

戦略を考えるべき
 ・なぜ国体基準でなくてはならないか。南社会体育館の建て替えなら大規模で

なくてよい

テーマ２「議員定数・議員報酬・政務活動費について」
　議員定数 ・議会費の総額を増やさないで、議員

報酬を引き上げ、それに見合う定数
に減らしてはどうか

 ・定数をあまり減らすと議論が活発
にならないので、平均的な数字の
25人でよい

　議員報酬 ・充分活動ができ、若い議員が増え
るような報酬を考えてほしい

　政務活動費 ・調査研究のためには必要な経費、
視察できる額にすべき

市民の意見を聴く会のご意見の一部を紹介
（平成28年8月21日）

議会だよりへの市民の皆さんからのお声の一部を紹介します
発 行 号 お声（意見・要望等） 対応の状況

第 34号

第 35号

第 41号

第 45号

○表紙の写真の説明文がなく分かりにくい。説明文を
入れてほしい。

○議会だよりは読みやすくなり良いが、議論の内容が
少なくなったので、質問や討論を載せてほしい

○視察報告の内容が感想文になっている。その視察で
安曇野市として何をどうするかまで具体的に書くべき

○ホームページを利用して、詳細な報告書を市民に示
すべき

○一般質問の回答者が誰かを明記すべきではないか

○次号から裏表紙に入れるようにしました

○できる限り載せるように委員会で検討
しました

○報告様式を統一して、視察内容とまとめ
を具体的に載せるようにしました

○ＱＲコードを活用できるようにしました

○次期広報特別委員会で検討します

貴重なご意見ありがとうございました。

市࿨ਫ਼ːٴఱ会議৒̀ͅ
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活動を紹介
平成 17年 10月に５町村が合併し安曇野市が発足し
て以降、平成 25年 10月 23日（任期は平成 29年 10
月 22日まで）からは第三期目の市議会として、新市
の発展に向け様々な活動をしてきました。主なできごと
の一部を紹介します。（平成 29年６月定例会まで）

平成 28年 2月 9日・３月 28日
・南部総合公園における公式スポーツ施設整備について
・穂高広域施設組合の施設更新について

平成 28年９月 20日
・新総合体育館について

平成 27年４月 30日
「安曇野市の土地利用制度見直し」に関する提言
　・手続きの簡略化
　・田園環境区域開発の３辺接続を２辺接続に
　・開発事業に係る道路幅員基準を５ｍから４ｍに
　・安曇野インター東側約 80㌶の用途地域指定の
検討　他

平成 27年８月 11日
「まち・ひと・しごと創生総合戦略」に対する提言
　・安曇野市の住みよい環境を将来にわたって
維持し、市民一人ひとりが潤いのある豊かな
生活を安心して営むことができる地域社会を
形成していくためには、独自の施策を確実に
行うことが重要ではないか

年 月 場　　所 参加者

H26.5 豊科ふれあいホール・穂高支所・
三郷支所・堀金支所・明科公民館 110人

H27.5 本庁舎 101人

H28.5 本庁舎・穂高会館・三郷公民館 68人

H29.5 本庁舎・堀金公民館・明科公民館 18人

平成 26年 4月 28日
「松くい虫防除対策の推進」について要望
　・伐倒燻

くんじょう

蒸による駆除、樹幹注入などによる予防
対策を早急に集中して実施を

　・人手による対策が難しい山深い所は、農薬空
中散布での対策を（長野県駆除実施基準に従っ
て健康被害には最大限考慮）他

平成 27年６月１日
地域高規格道路「松本糸魚川連絡道路」の建設に
ついて要望
　・市民のコンセンサスを得ること
　・安曇野市が通過点にならないように配慮を

平成 28年６月 20日
「議決事案の重要性を考慮すること」を要望
　・「旧堀金公民館講堂耐震改良等工事に伴う旧図
書館等の解体工事」の事業変更は、議決事案
である重要性を考慮すること

平成 28年 12月 27日
「安曇野市議会の議員報酬及び政務活動費の見直し」
について要望
　・監視機能、立法機能を市民の意思決定機関と
しての議会力の向上を図るためには、議員活動
に専念して生活を営める環境を整備する必要
があるので、議員報酬を見直すこと

　・議員の能力向上、議会改革のさらなる推進の
ため、政務活動費を見直すこと

重要課題について政策討論会を開催し、
議員間で議論を交わしました

主な提言書

３月定例会の審議状況と結果などを
議会報告会で報告しました

市政に対する提言書・要望書を市長に提出

主な要望書

市長৒̀ͅȂ議長̥ͣ市長͒
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は
安
曇
野
の
シ
ン
ボ
ル
。「
何
処
で

見
る
常
念
岳
が
一
番
い
い
？
」
と

聞
く
と
「
そ
り
ゃ
・
お
ら
と
こ
せ
」
と
即
答
さ

れ
る
ほ
ど
「
愛
着
と
こ
だ
わ
り
」
を
持
つ
人
が

多
い
山
だ
と
思
い
ま
す
。
私
も
そ
の
一
人
で
、

中
学
の
集
団
登
山
で
の
初
登
頂
か
ら
１
０
０
回

を
超
え
る
常
念
登
山
、
日
々
撮
り
続
け
て
い
る

常
念
岳
が
モ
チ
ー
フ
の
年
賀
状
は
30
年
以
上
で

す
。

反
対
に
位
置
す
る
東
山
の
光
城
山
・
長

峰
山
に
は
、
常
念
登
山
の
た
め
の
足
慣

ら
し
や
安
曇
野
を
眺
め
楽
し
む
趣
味
と
実
益
を

兼
ね
て
よ
く
登
り
ま
す
。
汗
を
流
し
な
が
ら
環

境
整
備
を
さ
れ
る
、
光
城
山
を
こ
よ
な
く
愛
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
や
「
昇
龍
の
桜
」
を

次
世
代
に
継
承
す
る
た
め
に
「
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
」
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
「
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ

Ｒ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
等
、
素
晴
ら
し
い
活
動

が
こ
の
地
で
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

安
曇
野
の
景
観
を
も
蝕む

し
ば

ん
で
い
る
松

枯
れ
は
、
拡
大
の
一い

っ
と途

で
心
配
で
す
。

市
議
会
で
も
高
い
危
機
意
識
で
対
策
に
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
は
分
か
っ
て
い
ま
す
が
、
市
民

が
共
有
す
る
問
題
と
し
て
効
果
的
な
対
策
を
後

押
し
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

に
行
わ
れ
る
市
議
会
議
員
選
挙
は
有

権
者
が
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
約

２
０
０
０
名
の
増
加
、
議
員
定
数
が
３
人
減
り

22
人
と
従
来
と
は
大
き
く
変
わ
る
選
挙
で
す
。

４
年
前
に
制
定
さ
れ
た
「
安
曇
野
市
議
会
基
本

条
例
」
に
の
っ
と
り
議
会
改
革
を
重
ね
な
が
ら
、

な
お
一
層
市

民
の
信
託
に

応
え
て
い
け

る
市
議
会
で

あ
る
よ
う
期

待
し
て
い
ま

す
。

編 集 後 記
◆議会だよりが市民の皆様にとって親しみやすい情報誌の一つになってい
ただければと願い、編集活動を続けてまいりました。読みやすさ・分かり
やすさと中身の濃さ・詳しさは時にはぶつかり合うこともありますが、正
確な情報をバランスよくお伝えすることをモットーに、市政の判断材料
として役に立つ議会だよりであることを願ってまいりました。早いもの
で、今の広報委員での編集は、残りは次号だけとなりました。振り返って
のご感想でも結構ですので、議会だよりに忌

きた ん

憚のないご意見ご要望がいた
だけましたら幸いです。　　　　　　　　　　　　　副委員長　林　孝彦

議会広報特別委員会
　委 員 長　竹内秀太郎　  委員　坂内不二男　井出勝正　一志信一郎　藤原正三
　副委員長　林　　孝彦　　　　  中村今朝子　平林　明　猪狩久美子　小林純子

発
行

　
長

野
県

安
曇

野
市

議
会

編
集

　
議

会
広

報
特

別
委

員
会

印
刷

　
有

限
会

社
 ア

ル
プ

ス
印

刷

古
紙
配
合
率

7
0
％

再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

SAKURA プロジェクト　一家総出で桜の植樹

穂高西小学校の音楽会が
6月30日に開かれました。
真剣なまなざしで演奏する
姿に大きな拍手が送られ、
楽しい音楽会となりまし
た。

E-mail : gikai@city. azumino. nagano. jp
http://www. city. azumino. nagano. jp/site/gikai/

〒  399-8281　長野県安曇野市豊科6000 番地

　　  TEL  0263-71-2000（市役所代表）

　　  TEL  0263-71-2156（議会事務局）

　　  FAX  0263-71-2150（議会事務局）

気軽にご意見をお聞かせください

今 号 の 表 紙 写 真

議会傍聴へ
ようこそ！

平成29年安曇野市議会9月定例会は8月22日（火）～9月15日（金）
頃を予定。皆さんの傍聴をお待ちしています。
託児室をご用意してあります。お気軽にお問い合わせください。（要事前予約）
なお、議会ホームページでは本会議のライブ配信も実施中です！ぜひご覧ください。
請願・陳情の締切は8月14日（月）です。それ以降の提出は次の定
例会での審議になりますのでご注意ください。

安曇野市議会だより  第47号（平成 29年 8月 2日発行）

東
山
を
眺
め
つ
つ
思
う
こ
と

田村　　浩さん
　　　　　（豊科）

常
念
岳

反
面
、

そ
の

10
月




